翻訳 『温公續詩話』訳注稿 by 司馬 光 et al.
[解
題]
司
馬
光
、
字
は
君
実
、
陝
州
夏
県
(
今
の
山
西
省
に
属
す)

水
郷
そ
く
す
い
き
ょ
う
の
人
。
北
宋
・
真
宗
の
天
禧
三
年
(
一
〇
一
九)
に
生
ま
れ
た
。
仁
宗
の
宝
元
元
年
(
一
〇
三
八)
に
進
士
に
及
第
し
、
国
子
館
直
講
・
集
賢
校
理
・
知
制
誥
・
知
諫
院
な
ど
を
歴
任
。
英
宗
の
時
、
龍
図
閣
直
学
士
と
な
り
、
神
宗
が
即
位
し
て
、
翰
林
学
士
に
抜
擢
さ
れ
た
。
し
か
し
、
王
安
石
の
新
法
と
合
わ
ず
、
官
界
を
離
れ
て
洛
陽
に
隠
居
し
、『
資
治
通
鑑』
の
執
筆
に
専
念
し
た
。
神
宗
が
亡
く
な
り
、
哲
宗
が
即
位
す
る
と
、
宰
相
職
の
一
つ
で
あ
る
尚
書
左
僕
射
兼
門
下
侍
郎
と
し
て
官
界
に
復
帰
し
、
王
安
石
の
新
法
を
こ
と
ご
と
く
廃
止
し
た
。
哲
宗
の
元
祐
元
年
(
一
〇
八
六)
九
月
、
六
十
八
歳
で
亡
く
な
り
、
死
後
、
温
国
公
を
贈
ら
れ
、
文
正
と
謚
さ
れ
た
。
著
に
『
温
国
文
正
公
文
集』
八
十
巻
、『
資
治
通
鑑』
二
九
四
巻
、『
続
詩
話』
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
は
、
司
馬
光
の
著
し
た
『
続
詩
話』
の
訳
注
稿
で
あ
る
。｢
詩
話｣
と
は
、
詩
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
書
き
綴
っ
た
も
の
で
、
北
宋
の
欧
陽
修
の
『
詩
話』
(
六
一
居
士
と
号
し
た
こ
と
か
ら
『
六
一
詩
話』
と
も
称
さ
れ
る)
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。
司
馬
光
の
『
続
詩
話』
は
、
自
ら
も
そ
の
序
で
表
明
し
て
い
る
通
り
、
欧
陽
修
の
『
詩
話』
に
続
く
と
い
う
意
図
の
も
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
死
後
、
温
国
公
を
贈
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
『
温
公
続
詩
話』
と
も
称
さ
れ
る
。
[
凡
例]
◇
テ
キ
ス
ト
は
、
清
・
何
文
煥
輯
『
歴
代
詩
話』
(
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
四
月
第
一
版)
を
底
本
と
し
、『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集』
第
十
六
集
(
長
沢
規
矩
也
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年)
を
参
照
し
た
。
◇
書
き
下
し
文
は
、
漢
字
の
読
み
(
ル
ビ)
の
部
分
は
現
代
仮
名
遣
い
を
、
送
り
仮
名
の
部
分
は
旧
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
◇
底
本
で
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
文
に
＊
印
を
付
し
て
そ
の
箇
所
を
示
し
、【
校
異
】
の
項
目
を
設
け
て
そ
の
内
容
を
表
し
た
。
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翻
訳
『
温
公
續
詩
話』
訳
注
稿
北
宋
司
馬
光
著
許
山
秀
樹
・
松
尾
肇
子
・
三
野
豐
浩
・
矢
田
博
士
訳
注
序詩
話
尚
有
遺
者
、
歐
陽
公
文
章
名
聲
、
雖
不
可
及
、
然
記
事
一
也
、
故
敢
續
書
之
。
【
訓
読
】
詩
話
に
は
尚
ほ
遺のこ
れ
る
者
有
り
。
欧
陽
公
の
文
章
の
名
声
、
及
ぶ
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
事
を
記
す
は
一
な
り
。
故
に
敢
て
続
け
て
之
を
書
す
。
●
歐
陽
公
欧
陽
修
(
一
〇
〇
七
〜
一
〇
七
二)
、
字
は
永
叔
、
号
は
酔
翁
、
ま
た
六
一
居
士
。
北
宋
の
政
治
家
・
文
人
。『
六
一
詩
話』
を
著
す
。
司
馬
光
の
こ
の
詩
話
は
、
欧
陽
修
の
詩
話
の
続
作
と
の
自
覚
の
下
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
【
現
代
語
訳
】
詩
に
関
す
る
話
に
は
、
ま
だ
記
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
私
は
欧
陽
公
の
詩
文
の
名
声
に
は
及
ば
な
い
と
は
言
う
も
の
の
、
事
柄
を
記
述
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
思
い
切
っ
て
続
け
て
こ
れ
を
書
く
。
一
文
殿
、
百
官
常
朝
之
所
也
。
宰
相
奏
事
畢
、
乃
來
押
班
、
常
至
日

、
守
堂
卒
好
以
厚
朴
湯
飮
朝
士
。
朝
士
有
久
無
差
遣
、
厭
苦
常
朝
者
、
戲
爲
詩
曰
、｢
立
殘
階
下
梧
桐
影
、
喫
盡
街
頭
厚
朴
湯｣
。
亦
朝
中
之
實
事
也
。
【
訓
読
】
文
徳
殿
は
、
百
官
常
朝
の
所
な
り
。
宰
相
事
を
奏
し
畢
り
、
乃
ち
来
り
て
押
班
す
る
や
、
常
に
日

に
至
る
。
守
堂
の
卒
好よ
く
厚
朴
湯
を
以
て
朝
士
に
飲
ま
し
む
。
朝
士
に
久
し
く
差
遣
無
く
、
常
朝
を
厭
苦
す
る
者
有
り
。
戯
れ
に
詩
を
為
り
て
曰
く
、｢
立
残
す
階
下
梧
桐
の
影
、
喫
尽
す
街
頭
厚
朴
の
湯｣
と
。
亦
た
朝
中
の
実
事
な
り
。
●
文
殿
宋
代
の
宮
殿
の
名
前
。
●
押
班
『
漢
語
大
詞
典』
(
第
六
冊
、
四
五
九
頁)
に
よ
れ
ば
、
百
官
の
席
次
を
管
理
す
る
こ
と
。｢
押｣
に
は
、
公
文
書
に
サ
イ
ン
を
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
、
百
官
の
序
列
に
従
っ
て
出
勤
簿
に
サ
イ
ン
も
し
く
は
押
印
す
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
●
厚
朴
湯
ス
ー
プ
の
一
種
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。『
佩
文
韻
府』
(
巻
二
二
の
下)
に
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
用
例
と
し
て
は
、
こ
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
●
日

日
没
。
日
暮
れ
。
●
差
遣
も
と
は
地
方
官
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
宋
代
で
は
転
じ
て
、
実
質
的
な
職
務
に
就
く
こ
と
を
い
う
。
●
階
下
梧
桐
影
実
質
的
な
職
務
に
就
く
こ
と
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が
で
き
な
い
ま
ま
に
、
空
し
く
時
間
を
過
ご
す
役
人
を
暗
示
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
【
現
代
語
訳
】
文
徳
殿
は
、
百
官
が
い
つ
も
朝
会
す
る
場
所
で
あ
る
。
宰
相
が
奏
上
し
終
わ
る
と
、
よ
う
や
く
こ
こ
に
や
っ
て
来
て
、
席
次
に
従
っ
て
出
勤
簿
に
サ
イ
ン
を
す
る
。
そ
の
時
分
に
は
、
い
つ
も
日
暮
れ
時
に
な
っ
て
い
た
。
文
徳
殿
を
警
護
す
る
守
衛
は
、
よ
く
厚
朴
湯
を
朝
士
に
飲
ま
せ
た
。
朝
士
の
中
に
、
実
質
的
な
職
務
に
長
い
間
つ
く
こ
と
が
な
く
、
毎
日
の
朝
会
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
者
が
い
た
。
そ
こ
で
戯
れ
に
詩
を
作
り
、｢
宮
殿
の
き
ざ
は
し
の
下
に
立
つ
梧
桐
の
影
は
、
日
暮
れ
と
と
も
に
薄
れ
行
き
、
宮
門
を
出
た
道
端
で
、
厚
朴
湯
を
飲
み
尽
く
す｣
と
詠
っ
た
。
こ
れ
も
や
は
り
宮
中
の
実
事
で
あ
る
。
二
惠
崇
詩
有
｢
劍
静
龍
歸
匣
、
旗
虎
繞
竿｣
。
其
尤
自
負
者
、
有
｢
河
分
岡
勢
斷
、
春
入
燒
痕
｣
。
時
人
或
有
譏
其
犯
古
者
、
嘲
之
、｢
河
分
岡
勢
司
空
曙
、
春
入
燒
痕
劉
長
卿
。
不
是
師
兄
多
犯
古
、
古
人
詩
句
犯
師
兄｣
。
進
士
潘

嘗
謔
之
曰
、｢
崇
師
、
爾
當
憂
獄
事
、
吾
去
夜
夢
爾
拜
我
、
爾
豈
當
歸
俗
邪｣
。
惠
崇
曰
、｢
此
乃
秀
才
憂
獄
事
爾
。
惠
崇
、
沙
門
也
、
惠
崇
拜
、
沙
門
倒
也
、
秀
才
得
毋
詣
沙
門
島
邪｣
。
【
訓
読
】
恵
崇
の
詩
に
｢
剣
静
か
に
龍
匣
に
帰
り
、
旗
 

か
に
虎
竿
に
繞めぐ
る｣
な
る
も
の
有
り
。
其
の
尤
も
自
負
せ
る
者
に
、｢
河
岡
勢
を
分
か
ち
て
断
た
れ
、
春
焼
痕
に
入
り
て
青
し｣
な
る
も
の
有
り
。
時
人
或
は
其
の
古
を
犯
す
を
譏
る
者
有
り
、
之
を
嘲
る
に
、｢
『
河
岡
勢
を
分
か
つ』
は
司
空
曙
、『
春
焼
痕
に
入
る』
は
劉
長
卿
。
是
れ
師
兄
の
多
く
古
を
犯
す
に
あ
ら
ず
、
古
人
の
詩
句
師
兄
を
犯
す
な
り｣
と
。
進
士
の
潘

は
ん
ろ
う
嘗
て
之
に
謔
れ
て
曰
く
、｢
崇
師
、
爾
当
に
獄
事
を
憂
ふ
べ
し
、
吾
れ
去
る
夜
爾
が
我
を
拝
す
る
を
夢
む
。
爾
豈
に
当
に
俗
に
帰
す
る
べ
き
か｣
と
。
恵
崇
曰
く
、｢
此
れ
乃
ち
秀
才
獄
事
を
憂
ふ
る
の
み
。
恵
崇
は
、
沙
門
な
り
。
恵
崇
の
拝
す
る
は
、
沙
門
倒
る
る
な
り
。
秀
才
沙
門
島
に
詣いた
る
こ
と
毋なか
る
を
得
ん
や｣
と
。
●
惠
崇
北
宋
初
期
の
｢
九
僧｣
の
一
人
。
詩
と
絵
に
た
く
み
で
あ
っ
た
。
『
全
宋
詩』
巻
一
二
六
(
第
三
冊
一
四
六
四
〜
一
四
七
三
頁)
に
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
●｢
河
分｣
二
句
詩
の
題
は
｢
訪
楊
雲
師
淮
上
別
墅｣
。『
全
宋
詩』
巻
一
二
六
(
第
三
冊
一
四
六
四
頁)
。
●
｢
河
分
岡
勢
断｣
こ
こ
で
は
｢
河
岡
勢
を
分
か
ち
て
断
た
れ｣
と
訓
読
し
、
河
が
岡
を
二
つ
に
分
断
す
る
よ
う
に
流
れ
る
景
色
を
描
い
た
も
の
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
あ
る
い
は
河
の
流
れ
が
岡
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
断
さ
れ
る
景
色
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
は
、｢
河
岡
勢
に
分
か
れ
て
断
た
れ｣
と
訓
読
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
●｢
春
入
焼
痕
青｣
こ
の
句
は
い
わ
ゆ
る
兼
語
式
で
、｢
春
が
焼
き
畑
の
痕
に
や
っ
て
来
て
、
そ
こ
に
春
の
草
が
芽
生
え
、
そ
の
焼
き
畑
の
痕
が
青
く
見
え
る｣
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
前
の
｢
河
分
岡
勢
断｣
の
句
も
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ま
た
、
対
句
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
様
に
兼
語
式
と
捉
え
、｢
河
岡
勢
を
分
か
ち
て
断
た
れ｣
と
訓
読
し
、｢
河
は
岡
を
分
か
つ
よ
う
に
流
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
岡
は
二
つ
に
断
ち
切
ら
れ
る｣
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
●
嘲
之
北
宋
・
劉

の
『
中
山
詩
話』
で
は
、｢
崇
之
弟
子
吟
贈
其
師
詩
曰｣
と
し
て
、
以
下
の
詩
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
詩
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
明
ら
か
に
恵
崇
の
詩
作
を
嘲
っ
て
い
よ
う
。
●
｢
河
分
岡
勢
司
空
曙｣
こ
の
詩
は
、『
詩
話
総
亀』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
全
唐
詩』
(
巻
二
九
二
〜
二
九
三)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
司
空
曙
の
詩
の
中
に
は
、｢
河
分
岡
勢｣
と
い
う
語
は
見
ら
れ
な
い
。
●｢
春
入
燒
痕
劉
長
卿｣
｢
春
入
焼
痕｣
と
い
う
語
は
、
劉
長
卿
の
索
引
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
楊
世
明
校
注
『
劉
長
卿
集
編
年
校
注』
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
九
月)
の
巻
末
付
録
｢
歴
代
評
論
彙
録｣
所
引
の
『
温
公
続
詩
話』
の
按
語
に
も
、｢
『
春
入
燒
痕』
之
句
今
集
中
無
之｣
と
あ
る
。
た
だ
し
、
南
宋
・
呉
曽
の
『
能
改
斎
漫
録』
巻
八
で
は
、
劉
長
卿
の
逸
句
と
し
て
｢
春
入
焼
痕
青｣
と
い
う
句
が
引
か
れ
て
い
る
。
●
潘

潘
(
？
〜
一
〇
〇
九)
、
字
は
夢
空
、
号
は
逍
遥
子
。
宋
の
太
宗
の
至
道
元
年
(
九
九
五)
に
、
進
士
及
第
を
賜
る
。『
逍
遥
集』
が
あ
る
。『
全
宋
詩』
巻
五
六
〜
五
七
(
第
一
冊
六
一
八
〜
六
三
三
頁)
に
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
●
沙
門
島
流
罪
の
島
。
こ
こ
で
は
、｢
倒｣
と
｢
島｣
と
が
同
じ
発
音
な
の
で
、
言
葉
あ
そ
び
に
な
っ
て
い
る
。
【
現
代
語
訳
】
恵
崇
の
詩
に
、｢
龍
を
刻
ん
だ
剣
は
静
か
に
箱
に
し
ま
わ
れ
、
虎
を
描
い
た
旗
は
、
閑
か
に
旗
竿
に
巻
か
れ
る｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
恵
崇
が
最
も
自
負
し
て
い
る
も
の
に
、｢
河
は
岡
を
分
か
つ
よ
う
に
流
れ
そ
れ
に
よ
っ
て
岡
は
二
つ
に
断
ち
き
ら
れ
、
春
は
焼
き
畑
の
痕
に
や
っ
て
来
て
、
そ
こ
に
芽
生
え
た
春
の
草
は
青
々
と
し
て
い
る｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
人
で
、
そ
の
詩
が
古
人
の
句
を
盗
ん
で
い
る
こ
と
を
そ
し
る
者
が
あ
り
、
こ
れ
を
か
ら
か
っ
て
、｢『
河
岡
勢
を
分
か
つ』
は
司
空
曙
の
句
、
『
春
焼
痕
に
入
る』
は
劉
長
卿
の
句
。
師
兄
の
句
が
多
く
古
人
の
句
を
盗
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
古
人
の
詩
句
が
師
兄
の
句
を
盗
ん
で
い
る
の
で
す｣
と
詠
っ
た
。
進
士
の
潘

が
、
あ
る
時
恵
崇
に
ふ
ざ
け
て
こ
う
言
っ
た
。｢
崇
師
、
あ
な
た
は
獄
事
を
憂
慮
す
べ
き
で
す
。
私
は
昨
夜
、
あ
な
た
が
私
に
お
辞
儀
を
す
る
の
を
夢
に
見
ま
し
た
。
あ
な
た
は
き
っ
と
還
俗
な
さ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か｣
。
恵
崇
は
言
っ
た
。｢
こ
れ
は
実
は
、
秀
才
殿
が
獄
事
を
憂
慮
す
べ
き
な
の
で
す
。
恵
崇
め
は
、
沙
門
で
ご
ざ
い
ま
す
。
恵
崇
め
が
お
辞
儀
を
し
ま
す
の
は
、
沙
門
が
倒
れ
る
、
つ
ま
り
沙
門
島
を
意
味
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
秀
才
殿
は
き
っ
と
、
沙
門
島
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か｣
。
三
梅
聖
兪
之
卒
也
、
余
與
宋
子
才
選
＊
、
韓
欽
聖
宗
彦
、
沈
文
通
遘
、
倶
爲
三
司
僚
屬
、
共
痛
惜
之
。
子
才
曰
、｢
比
見
聖
兪
面
光
澤
特
甚
、
意
爲
充
盛
、
不
知
乃
爲
不
祥
也｣
。
時
欽
聖
面
亦
光
澤
、
文
通
指
之
曰
、｢
次
及
欽
聖
矣｣
。
衆
皆
尤
其
暴
謔
。
不
數
日
、
欽
聖
抱
疾
而
卒
。
余
謂
文
通
曰
、｢
君
雖
不
爲
咒
咀
、
亦
戲
殺
耳｣
。
此
雖
無
預
時
事
、
然
以
其
與
聖
兪
同
時
、
事
又
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相
類
、
故
附
之
。
【
校
異
】
｢
子｣
は
原
文
｢
之｣
に
作
る
が
、
百
川
学
海
本
に
拠
っ
て
改
め
る
。
【
訓
読
】
梅
聖
兪
の
卒
す
る
や
、
余
宋
子
才
選
、
韓
欽
聖
宗
彦
、
沈
文
通
遘
と
倶とも
に
三
司
の
僚
属
た
り
、
共
に
之
を
痛
惜
す
。
子
才
曰
く
、｢
比
こ
の
ご
ろ
聖
兪
の
面
を
見
る
に
、
光
沢
特
に
甚
し
。
意
為
お
も
え
ら
く
充
盛
な
り
と
。
乃
ち
不
祥
た
る
を
知
ら
ざ
る
な
り｣
と
。
時
に
欽
聖
の
面
も
亦
た
光
沢
あ
り
、
文
通
之
を
指
し
て
曰
く
、｢
次
は
欽
聖
に
及
ば
ん｣
と
。
衆
皆
な
其
の
暴
謔
を
尤とが
む
。
数
日
な
ら
ず
し
て
、
欽
聖
疾
を
抱
き
て
卒
す
。
余
文
通
に
謂
ひ
て
曰
く
、｢
君
咒
咀
を
為
さ
ず
と
雖
も
、
亦
た
戯
殺
す
る
の
み｣
と
。
此
れ
時
事
に
預
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の
聖
兪
と
時
を
同
じ
く
し
、
事
も
又
た
相
類に
た
る
を
以
て
、
故
に
之
を
附
す
。
●
梅
聖
兪
梅
堯
臣
(
一
〇
〇
二
〜
一
〇
六
〇)
、
字
は
聖
兪
。
北
宋
の
詩
人
。『
橄
欖』
第
一
号
、
梅
堯
臣
の
項
(
一
二
四
頁)
参
照
。
●
宋
子
才
選
宋
選
、
字
は
子
才
。『
宋
史』
巻
二
八
七
｢
宋
伝｣
に
、｢
姪
孫
選
、
同
学
究
出
身｣
と
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
。
●
韓
欽
聖
宗
彦
韓
宗
彦
、
字
は
欽
聖
。
尚
書
兵
部
員
外
郎
判
三
司
塩
鉄
勾
院
を
以
て
卒
す
。
『
宋
史』
巻
三
一
五
に
伝
が
あ
る
。
●
沈
文
通
遘
沈
遘
(
一
〇
二
八
〜
一
〇
六
七)
、
字
は
文
通
。
杭
州
銭
塘
の
人
。『
西
渓
集』
が
あ
る
。
『
宋
史』
巻
三
三
一
に
伝
が
あ
る
。
●
三
司
塩
鉄
・
度
支
・
戸
部
を
三
司
と
い
い
、
財
賦
を
つ
か
さ
ど
る
。『
宋
史』
巻
三
三
六
｢
司
馬
光
伝｣
に
、｢
三
司
使
掌
天
下
財
、
不
才
而
黜
可
也｣
と
あ
る
。
●
僚
屬
属
官
・
属
吏
。
●
充
盛
顔
色
に
光
沢
が
あ
っ
て
、
生
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
さ
ま
。
●
無
預
時
事
｢
詩
に
関
す
る
事
で
は
な
い
が｣
の
意
か
と
思
わ
れ
る
。｢
時｣
は
、｢
詩｣
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
【
現
代
語
訳
】
梅
堯
臣
(
聖
兪)
が
亡
く
な
っ
た
時
、
私
と
宋
選
(
子
才)
・
韓
宗
彦
(
欽
聖)
・
沈
遘
(
文
通)
は
、
い
ず
れ
も
三
司
の
属
官
で
あ
り
、
一
緒
に
そ
の
死
を
哀
悼
し
た
。
宋
選
が
言
っ
た
。｢
近
頃
梅
堯
臣
の
顔
を
見
た
と
こ
ろ
、
色
つ
や
が
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
、
生
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
何
と
そ
れ
が
不
吉
な
兆
し
で
あ
っ
た
と
は｣
。
そ
の
時
に
韓
宗
彦
の
顔
に
も
や
は
り
光
沢
が
あ
り
、
沈
遘
は
彼
を
指
さ
し
て
言
っ
た
。｢
次
は
韓
宗
彦
の
番
だ
ろ
う｣
。
一
同
は
皆
、
そ
の
悪
質
な
冗
談
を
非
難
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
も
し
な
い
う
ち
に
、
韓
宗
彦
は
病
気
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
。
私
は
沈
遘
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。｢
君
は
呪
い
を
か
け
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り
彼
を
冗
談
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
だ｣
。
こ
の
こ
と
は
詩
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
梅
堯
臣
の
死
と
時
を
同
じ
く
し
、
事
情
も
ま
た
似
通
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
四
鄭
工
部
詩
有
｢
杜
曲
花
香

似
酒
、

陵
春
色
老
於
人｣
、
亦
爲
時
人
所
傳
誦
、
誠
難
得
之
句
也
。
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【
訓
読
】
鄭
工
部
の
詩
に
、｢
杜
曲
の
花
香
酒
よ
り
も
こ
く
、

陵
の
春
色
人
よ
り
も
老
い
た
り｣
な
る
も
の
有
り
、
亦
た
時
人
の
伝
誦
す
る
所
と
為
る
。
誠
に
得
難
き
の
句
な
り
。
●
鄭
工
部
鄭
文
宝
(
九
五
二
〜
一
〇
一
二)
、
字
は
仲
賢
。
寧
化
(
今
の
福
建
省
寧
化
県)
の
人
。
工
部
員
外
郎
・
刑
部
員
外
郎
・
兵
部
員
外
郎
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
宋
史』
巻
二
七
七
に
伝
が
あ
る
。『
橄
欖』
第
一
号
｢
鄭
文
宝｣
の
項
(
六
五
頁)
参
照
。
●｢
杜
曲｣
二
句
『
全
宋
詩』
巻
五
八
(
第
一
冊
六
四
一
頁)
に
、｢
長
安
送
別｣
と
題
す
る
断
句
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
杜
曲
陝
西
省
長
安
県
の
南
に
あ
る
花
の
名
所
。
韋
曲
の
南
に
連
な
る
。
北
杜
と
南
杜
に
別
れ
る
。
松
浦
友
久
編
『
漢
詩
の
事
典』
(
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
一
月)
の
｢
樊
川
(
杜
曲
・
韋
曲)｣
の
項
(
三
二
九
頁)
参
照
。
●

陵
陝
西
省
長
安
県
の
東
に
あ
る
、
漢
の
文
帝
の
陵
墓
が
あ
る
丘
。
か
た
わ
ら
を

水
が
流
れ
て
い
る
。
送
別
の
地
と
し
て
名
高
い
。
魏
の
王
粲
の
｢
七
哀
詩｣
其
一
に
、
｢
南
登

陵
岸
、
回
首
望
長
安
(
南
の
か
た

陵
の
岸
に
登
り
、
首
こ
う
べ
を
回めぐ
ら
し
て
長
安
を
望
む)｣
と
あ
る
。
本
頁
｢
杜
曲｣
二
句
注
所
掲
の
『
漢
詩
の
事
典』
｢

橋｣
の
項
(
三
三
四
頁)
を
参
照
。
【
現
代
語
訳
】
工
部
員
外
郎
の
鄭
文
宝
の
詩
に
、｢
杜
曲
の
花
の
香
り
は
酒
よ
り
も
濃
く
、

陵
の
春
景
色
は
人
よ
り
も
年
老
い
て
い
る｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
当
時
の
人
た
ち
に
伝
誦
さ
れ
た
。
誠
に
得
難
い
詩
句
で
あ
る
。
五
科
場
程
試
詩
、
國
初
以
來
、
難
得
佳
者
。
天
聖
中
、
梓
州
進
士
楊
諤
、
始
以
詩
著
。
其
天
聖
八
年
省
試
｢
蒲
車｣
詩
云
、
｢
草
不
驚
皇
轍
、
山
能
護
帝
輿｣
。
是
歳
、
以
策
用
清
問
字
下
第
。
景
祐
元
年
、
省
試
｢
宣
室
受
釐｣
詩
云
、｢
願
前
明
主
席
、
一
問
洛
陽
人｣
。
諤
是
年
及
第
、
未
幾
卒
。
慶
暦
二
年
、
韓
欽
聖
試
｢
勳
門
賜
立
戟｣
詩
云
、｢
凝
峰
畫
旛
轉
、
交

彩
支
繁｣
。
范
景
仁
云
、｢
曾
見
眞
本
如
此｣
。
傳
欽
聖
作
｢
迎
風
畫
旛
轉
、
映
日
彩
支
繁｣
、
故
兩
存
之
。
蘇
州
進
士
丁
偃
、
試
｢
邇
英
延
講
藝｣
詩
云
、｢
白
虎
前
芳
掩
、
金
華
舊
事
輕
。
天
心
非
不
寤
、
垂
意
在
蒼
生｣
。
有
古
詩
諷
諌
之
體
。
偃
是
歳
奏
名
甚
高
、
御
前
下
第
。
自
是
二
十
年
始
及
第
、
尋
卒
。
滕
元
發
甫
、
皇
祐
五
年
御
試
｢
律
聽
軍
聲｣
詩
云
、｢
萬
國
休
兵
外
、
羣
生
奏
凱
中｣
。
以
是
得
第
三
人
、
最
爲
場
屋
所
稱
。
【
訓
読
】
科
場
の
程
試
の
詩
、
国
初
以
来
、
佳
な
る
者
を
得
難
し
。
天
聖
中
、
梓
州
の
進
士
楊
諤
、
始
め
て
詩
を
以
て
著
る
。
其
の
天
聖
八
年
の
省
試
の
｢
蒲
車｣
詩
に
云
は
く
、｢
草
皇
轍
を
驚
か
さ
ず
、
山
能
く
帝
輿
を
護まも
る｣
と
。
是
の
歳
、
策
に
清
問
の
字
を
用
ふ
る
を
以
て
下
第
す
。
景
祐
元
年
、
省
試
の
｢
宣
室
に
て
釐
を
受
く｣
詩
に
云
は
く
、｢
願
は
く
は
明
主
の
席
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に
前すす
み
、
一
た
び
洛
陽
の
人
に
問
は
れ
ん
こ
と
を｣
と
。
諤
是
の
年
及
第
す
る
も
、
未
だ
幾いく
ば
く
な
ら
ず
し
て
卒
す
。
慶
暦
二
年
、
韓
欽
聖
｢
勳
門
に
て
立
戟
を
賜
ふ｣
詩
を
試
み
ら
れ
て
云
は
く
、｢
峰
を
凝あつ
め
て
画
旛
転
じ
、

を
交
へ
て
彩
支
繁
し｣
と
。
范
景
仁
云
は
く
、｢
曽
て
真
本
を
見
る
に
此かく
の
如
し｣
と
。
伝
欽
聖
作
に
、｢
風
を
迎
へ
て
画
旛
転
じ
、
日
に
映
じ
て
彩
支
繁
し｣
と
。
故ゆえ
に
両ふた
つ
な
が
ら
之
を
存
す
。
蘇
州
の
進
士
丁
偃
、｢
邇
英
に
て
延
せ
ら
れ
て
芸
を
講
ず｣
詩
を
試
み
ら
れ
て
云
は
く
、｢
白
虎
の
前
芳
も
掩
は
れ
、
金
華
の
旧
事
も
軽
し
。
天
心
寤さと
ら
ざ
る
に
非
ず
、
意
を
垂
る
る
は
蒼
生
に
在
り｣
と
。
古
詩
の
諷
諌
の
体
有
り
。
偃
是
の
歳
名
を
奏
す
る
こ
と
甚
だ
高
き
も
、
御
前
に
て
下
第
す
。
是
れ
よ
り
二
十
年
に
し
て
始
め
て
及
第
す
る
も
、
尋つい
で
卒
す
。
滕
元
発
甫
、
皇
祐
五
年
｢
律
を
(
吹
き
て)
軍
声
を
聴
く｣
詩
を
御
試
せ
ら
れ
て
云
は
く
、｢
万
国
休
兵
の
外
、
群
生
奏
凱
の
中｣
と
。
是
を
以
て
第
三
人
を
得
、
最
も
場
屋
の
称たた
ふ
る
所
と
為
る
。
●
科
場
科
挙
の
試
験
場
。
●
程
試
一
定
の
方
式
を
定
め
て
試
験
を
す
る
こ
と
。
●
天
聖
北
宋
仁
宗
の
年
号
。
一
〇
二
三
年
〜
一
〇
三
一
年
。
天
聖
八
年
は
一
〇
三
〇
年
。
●
楊
諤
梓
州
の
人
。
仁
宗
の
景
祐
元
年
の
進
士
。
嘉
祐
年
間
に
、
瀘
州
軍
事
推
官
と
な
る
。『
全
宋
詩』
巻
二
六
七
(
第
五
冊
三
三
八
五
頁)
に
、
五
言
古
詩
一
首
、
句
四
篇
を
収
録
す
る
。
●
省
試
礼
部
の
主
催
す
る
科
挙
の
本
試
験
。
●
蒲
車
詩
蒲
車
は
、
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
な
い
よ
う
に
、
蒲
で
車
輪
を
包
ん
だ
車
。
●
｢
草
不｣
句
『
全
宋
詩』
巻
二
六
七
(
第
五
冊
三
三
八
五
頁)
に
、
断
句
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
●
清
問
天
子
が
臣
下
に
つ
ま
び
ら
か
に
問
う
こ
と
。｢
清｣
の
字
は
、
天
子
の
行
為
に
つ
い
て
用
い
る
。『
書
経』
の
｢
呂
刑｣
に
｢
皇
帝
清
問
下
民
(
皇
帝
下
民
に
清
問
す)｣
と
あ
り
、
ま
た
唐
の
元
結
の
｢
忝
官
引｣
に
、｢
公
車
詣
魏
闕
、
天
子
垂
清
問
(
公
車
魏
闕
に
詣
で
、
天
子
清
問
を
垂
る)｣
と
あ
る
。
科
挙
の
答
案
に
は
、
天
子
の
質
問
の
文
字
を
用
い
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
●
景
祐
元
年
一
〇
三
四
年
。
景
祐
は
仁
宗
の
年
号
。
一
〇
三
四
年
〜
一
〇
三
七
年
。
●
宣
室
受
釐
宣
室
は
皇
帝
の
居
る
正
室
。
受
釐
は
祭
祀
用
の
肉
を
受
け
る
こ
と
。『
史
記』
巻
八
四
｢
屈
原
賈
生
列
伝｣
に
、｢
孝
文
帝
方
受
釐
、
坐
宣
室
(
孝
文
帝
方まさ
に
釐
を
受
け
、
宣
室
に
坐
す)｣
と
あ
る
。
●
｢
一
問｣
句
王
昌
齢
の
｢
芙
蓉
楼
送
辛
漸｣
詩
に
、｢
洛
陽
親
友
如
相
問
、
一
片
冰
心
在
玉
壷
(
洛
陽
の
親
友
如も
し
相
問
は
ば
、
一
片
の
冰
心
玉
壷
に
在あ
り)｣
と
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
句
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
●
慶
暦
二
年
一
〇
四
二
年
。
慶
暦
は
仁
宗
の
年
号
。
一
〇
四
一
年
〜
一
〇
四
八
年
。
●

長
い
刃
の
矛
。
●
韓
欽
聖
韓
宗
彦
、
字
は
欽
聖
。
第
四
節
の
注
を
参
照
。
●｢
勳
門
賜
立
戟｣
詩
『
全
宋
詩』
巻
二
二
六
(
第
四
冊
二
六
五
三
頁)
に
、
こ
の
二
句
の
み
収
録
。
た
だ
し
、｢
｣
を
｢
鍛｣
に
作
る
。
●
范
景
仁
范
鎮
(
一
〇
〇
八
〜
一
〇
八
九)
、
字
は
景
仁
。
司
馬
光
の
友
人
。
詳
し
く
は
、
第
二
十
五
節
を
参
照
。
●
丁
偃
蘇
州
の
人
。
仁
宗
の
嘉
祐
四
年
(
一
〇
五
九)
の
進
士
。『
全
宋
詩』
巻
六
七
一
(
第
十
二
冊
七
八
四
三
頁)
に
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
詩
一
首
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
●
邇
英
邇
英
閣
。
宋
代
の
禁
苑
の
宮
殿
の
名
。
●
白
虎
白
虎
観
。
後
漢
の
時
代
に
博
士
・
諸
儒
生
が
こ
こ
に
会
し
、
五
経
の
異
同
を
議
論
し
あ
っ
た
。
●
前
芳
｢
芳｣
は
、
賢
徳
の
人
、
の
意
。
こ
こ
で
は
、
後
漢
の
博
士
た
ち
を
指
す
。
●
金
華
金
華
殿
。『
漢
書』
巻
一
百
｢
叙
伝
上｣
に
、
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｢鄭
寛
中
・
張
禹
、
朝
夕
入
説
尚
書
・
論
語
於
金
華
殿
中
(
鄭
寛
中
・
張
禹
、
朝
夕
入
り
て
『
尚
書』
『
論
語』
を
金
華
殿
中
に
説
く)｣
と
あ
る
。
●
天
心
君
主
の
御
心
。
●
垂
意
天
子
の
威
徳
を
人
民
に
及
ぼ
す
。
心
を
配
る
。『
後
漢
書』
巻
四
｢
和
帝
紀｣
に
、｢
垂
意
黎
民
(
意
を
黎
民
に
垂
る)｣
と
あ
る
。
●
蒼
生
百
姓
。
人
民
。
●
奏
名
科
挙
の
試
験
で
、
礼
部
が
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
進
士
の
名
簿
を
、
皇
帝
に
差
し
出
し
、
審
査
を
あ
お
ぐ
こ
と
。
●
滕
元
發
甫
滕
甫
、
字
は
元
発
。
皇
祐
五
年
に
進
士
に
及
第
。
知
制
誥
・
知
諫
院
・
御
史
中
丞
な
ど
を
歴
任
。
●
皇
祐
五
年
一
〇
五
三
年
。
皇
祐
は
、
仁
宗
の
年
号
(
一
〇
四
九
年
〜
一
〇
五
三
年)
。
●
｢
律
聽
軍
聲｣
詩
『
全
宋
詩』
巻
五
一
八
(
第
九
冊
六
三
〇
一
頁)
に
、｢
句｣
と
し
て
二
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
宋
・
李

の
『
古
今
詩
話』
第
一
四
三
節
｢
宋
初
諸
進
士
省
試
詩｣
に
も
、
同
様
の
話
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
詩
の
二
句
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
詩
題
を｢
吹
律
聽
軍
聲
詩｣
に
作
る
。
●
奏
凱
戦
い
に
勝
っ
て
、
功
績
を
た
た
え
合
う
こ
と
。
凱
歌
を
奏
す
る
こ
と
。
●
場
屋
科
挙
の
試
験
場
。
【
現
代
語
訳
】
科
挙
の
試
験
場
で
出
題
さ
れ
る
詩
は
、
宋
朝
の
建
国
以
来
、
良
い
も
の
が
少
な
い
。
天
聖
年
間
に
、
梓
州
の
進
士
楊
諤
が
、
や
っ
と
詩
に
よ
っ
て
著
名
と
な
っ
た
。
そ
の
天
聖
八
年
の
省
試
に
お
け
る
｢
蒲
車｣
の
詩
に
、
｢
草
は
皇
帝
の
車
が
揺
れ
な
い
よ
う
に
守
り
、
山
は
陛
下
の
車
を
守
っ
て
い
る｣
と
あ
る
。
こ
の
年
は
、
答
案
に
天
子
の
御
下
問
の
文
字
を
用
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
落
第
し
た
。
景
祐
元
年
、
省
試
で
出
題
さ
れ
た
｢
宣
室
で
釐
を
受
け
る｣
の
詩
に
、｢
で
き
る
こ
と
な
ら
、
聡
明
な
る
天
子
様
の
御
前
に
進
み
出
て
、
一
た
び
洛
陽
の
人
に
尋
ね
ら
れ
た
い
も
の
だ｣
と
あ
る
。
楊
諤
は
こ
の
年
合
格
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
し
て
世
を
去
っ
た
。
慶
暦
二
年
、
韓
欽
聖
は
｢
勳
門
で
立
戟
を
下
賜
す
る｣
と
い
う
題
の
詩
を
出
題
さ
れ
て
、｢
峰
を
集
め
た
か
の
よ
う
に
絵
模
様
の
あ
る
旗
は
い
く
つ
も
連
な
り
風
に
翻
り
、
矛
先
を
交
え
た
あ
た
り
に
彩
り
の
あ
る
矛
の
枝
刃
は
柄
に
繁
る
か
の
よ
う｣
と
答
え
た
。
范
景
仁
が
言
う
に
は
、｢
以
前
原
本
を
見
た
が
、
こ
の
通
り
で
あ
っ
た｣
と
の
こ
と
で
あ
る
。
韓
欽
聖
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
、｢
風
を
受
け
て
絵
模
様
の
あ
る
旗
は
翻
り
、
日
に
映
じ
て
彩
り
の
あ
る
矛
の
枝
刃
は
柄
に
繁
る
か
の
よ
う｣
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
両
方
と
も
こ
れ
を
記
録
し
て
お
く
。
蘇
州
の
進
士
丁
偃
は
、｢
邇
英
閣
に
招
か
れ
て
学
芸
を
講
ず
る｣
と
い
う
詩
を
出
題
さ
れ
て
、｢(
邇
英
閣
で
の
講
義
の
す
ば
ら
し
さ
は)
白
虎
観
に
お
け
る
先
人
た
ち
の
立
派
な
議
論
を
も
覆
い
尽
く
し
、
金
華
殿
に
お
け
る
い
に
し
え
の
講
義
も
色
あ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
天
子
様
の
御
心
は
、
す
で
に
悟
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
、
お
気
持
ち
を
配
る
の
は
民
百
姓
に
対
し
て
で
あ
る
べ
き
こ
と
を｣
と
答
え
た
。
古
詩
の
諷
諌
の
体
が
あ
る
。
丁
偃
は
こ
の
年
天
子
に
差
し
出
さ
れ
た
名
簿
で
の
評
価
が
大
変
高
か
っ
た
が
、
殿
試
で
落
第
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
し
て
よ
う
や
く
合
格
し
た
が
、
間
も
な
く
世
を
去
っ
た
。
滕
甫
、
字
は
元
発
は
、
皇
祐
五
年
｢
律
の
笛
を
吹
い
て
軍
楽
を
聴
く｣
と
い
う
詩
を
出
題
さ
れ
て
、｢
国
境
の
外
側
の
国
々
は
す
べ
て
戦
い
を
や
め
、
群
衆
は
凱
歌
を
奏
す
る
中
に
い
る｣
と
答
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
第
三
位
で
の
合
格
を
授
か
り
、
そ
の
詩
は
科
挙
の
試
験
場
で
最
も
称
賛
さ
れ
た
。
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六鮑
當
善
爲
詩
、
景
二
年
進
士
及
第
、
爲
河
南
府
法
曹
。
薛
尚
書
映
知
府
、
當
失
其
意
、
初
甚
怒
之
、
當
獻
孤
雁
詩
云
、
｢
天
寒
稻
粱
少
、
萬
里
孤
難
進
。
不
惜
充
君
庖
、
爲
帶
邊
城
信｣
。
薛
大
嗟
賞
、
自
是
游
宴
無
不
預
焉
、
不
復
以
掾
屬
待
之
。
時
人
謂
之
｢
鮑
孤
雁｣
。
薛
嘗
暑
月
詣
其
廨
舎
、
當
方
露
頂
、
狼
狽
入
、
易
服
、
把
板
而
出
、
忘
其

頭
。
薛
嚴
重
、
左
右
莫
敢
言
者
。
坐
久
之
、
月
上
、
當
顧
見
髪
影
、
大
慚
、
以
公
服
袖
掩
頭
而
走
。
【
訓
読
】
鮑
当
善
く
詩
を
為つく
り
、
景
徳
二
年
進
士
に
及
第
し
、
河
南
府
の
法
曹
と
為
る
。
薛
尚
書
映
府
に
知
た
り
。
当
其
の
意
を
失
ひ
、
初
め
甚
だ
之
を
怒
る
。
当
｢
孤
雁｣
の
詩
を
献
じ
て
云
は
く
、｢
天
寒
く
稲
粱
少
な
く
、
万
里
孤
に
し
て
進
み
難
し
。
惜
し
ま
ず
君
が
庖
に
充
て
ら
る
る
を
。
為
に
帯
ぶ
辺
城
の
信｣
と
。
薛
大
い
に
嗟
賞
し
、
是
れ
よ
り
游
宴
焉これ
に
預
ら
ざ
る
こ
と
無
く
、
復
た
掾
属
を
以
て
之
を
待
せ
ず
。
時
人
之
を
｢
鮑
孤
雁｣
と
謂
ふ
。
薛
嘗
て
暑
月
に
其
の
廨
舎
に
詣
る
に
、
当
方まさ
に
頂
を
露
す
。
狼
狽
し
て
入
り
、
服
を
易か
へ
、
板
を
把
り
て
出
づ
る
に
、
其
の

頭
を
忘
る
。
薛
厳
重
に
し
て
、
左
右
敢
て
言
ふ
者
莫
し
。
坐
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
し
、
月
上
る
。
当
髪
影
を
顧
見
し
、
大
い
に
慚は
ぢ
、
公
服
の
袖
を
以
て
頭
を
掩
ひ
て
走に
ぐ
。
●
鮑
當
鮑
当
(
？
〜
一
〇
三
八)
、
臨
安
の
人
。
真
宗
の
景
徳
二
年
(
一
〇
〇
五)
の
進
士
で
、
河
南
法
掾
と
な
っ
た
。『
宋
史』
に
伝
な
し
。
●
薛
映
薛
映
(
九
五
一
〜
一
〇
二
四)
、
字
は
景
陽
、
華
陽
(
今
の
四
川
省
成
都)
の
人
。
太
宗
の
太
平
興
国
年
間
の
進
士
。
真
宗
の
時
に
知
河
南
府
と
な
り
、
昇
州
・
揚
州
な
ど
の
知
事
を
歴
任
し
た
後
、
仁
宗
の
時
に
礼
部
尚
書
に
移
っ
た
。『
宋
史』
巻
三
〇
五
に
伝
が
あ
る
。
●
充
君
庖
『
礼
記』
｢
王
制｣
に
、｢
三
爲
充
君
之
庖
(
三
は
君
が
庖
に
充
つ
る
為
な
り)｣
と
あ
る
。
●
邊
城
信
蘇
武
の
故
事
を
ふ
ま
え
る
。
●

頭
一
種
の
頭
巾
。
【
現
代
語
訳
】
鮑
当
は
詩
を
作
る
の
が
上
手
で
、
景
徳
二
年
に
進
士
に
合
格
し
、
河
南
府
の
法
曹
と
な
っ
た
。
後
に
尚
書
と
な
っ
た
薛
映
は
、
こ
の
時
河
南
府
の
知
事
で
あ
っ
た
。
鮑
当
が
そ
の
機
嫌
を
損
ね
て
し
ま
っ
た
た
め
、
薛
映
は
は
じ
め
大
変
こ
れ
に
腹
を
立
て
て
い
た
。
そ
こ
で
鮑
当
は
薛
映
に
｢
孤
雁｣
の
詩
を
献
呈
し
て
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
寒
空
で
え
さ
と
な
る
穀
物
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
万
里
の
彼
方
ま
で
た
っ
た
一
羽
で
飛
ん
で
行
く
の
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
あ
な
た
様
の
厨
房
で
料
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
あ
な
た
様
の
た
め
に
、
辺
境
の
町
か
ら
の
手
紙
を
身
に
帯
び
て
運
ん
で
来
た
の
で
す
よ｣
。
薛
映
は
、
大
い
に
賛
嘆
し
た
。
そ
れ
以
来
、
鮑
当
は
常
に
遊
宴
に
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
薛
映
は
も
は
や
鮑
当
を
部
下
と
し
て
扱
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
人
は
、
彼
を
｢
鮑
孤
雁｣
と
呼
ん
だ
。
薛
映
が
あ
る
時
、
暑
い
月
に
鮑
当
の
官
舎
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は
ち
ょ
う
ど
頭
を
露
出
し
て
い
た
。
あ
わ
て
て
部
屋
の
中
に
入
り
、
服
を
着
替
え
、
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笏
板
を
手
に
し
て
出
て
来
た
が
、

頭
を
か
ぶ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
薛
映
は
厳
し
い
人
で
あ
っ
た
た
め
、
周
囲
の
者
は
誰
も
そ
の
こ
と
を
忠
告
で
き
な
か
っ
た
。
長
い
こ
と
座
っ
て
い
て
、
月
が
出
た
。
鮑
当
は
頭
髪
の
影
を
見
て
、
大
い
に
恥
じ
、
正
装
の
服
の
袖
で
頭
を
覆
い
隠
し
て
走
り
去
っ
た
。
七
林
逋
處
士
、
錢
塘
人
、
家
于
西
湖
之
上
、
有
詩
名
。
人
稱
其
梅
花
詩
云
、｢
疏
影
横
斜
水
清
淺
、
暗
香
浮
動
月
黄
昏｣
。
曲
盡
梅
之
體
態
。
【
訓
読
】
林
逋
処
士
は
、
銭
塘
の
人
な
り
。
西
湖
の
上
ほ
と
り
に
家
し
、
詩
名
有
り
。
人
其
の
梅
花
の
詩
に
｢
疏
影
横
斜
し
て
水
清
浅
、
暗
香
浮
動
し
て
月
黄
昏｣
と
云
ふ
を
称たた
ふ
。
曲つぶ
さ
に
梅
の
体
態
を
尽
く
す
。
●
林
逋
林
逋
(
九
六
七
〜
一
〇
二
八)
、
字
は
君
復
、
諡
号
は
和
靖
先
生
。
杭
州
銭
塘
(
今
の
浙
江
省
杭
州
市)
の
人
。
若
く
し
て
身
寄
り
が
な
く
貧
乏
で
、
刻
苦
し
て
学
問
に
励
ん
だ
。
一
生
役
人
に
な
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
西
湖
の
ほ
と
り
の
孤
山
に
隠
居
し
て
、
二
十
年
の
間
、
町
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
生
ま
れ
つ
き
病
弱
で
、
生
涯
を
独
身
で
過
ご
し
、
庭
に
梅
を
植
え
鶴
を
飼
っ
て
楽
し
ん
だ
の
で
、
当
時
の
人
々
は
こ
れ
を
｢
梅
妻
鶴
子｣
と
言
っ
た
。『
林
和
靖
先
生
詩
集』
が
あ
る
。『
宋
史』
巻
四
五
七
に
伝
が
あ
る
。『
橄
欖』
第
二
号
(
一
一
五
頁)
参
照
。
●
梅
花
詩
林
逋
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
る
七
言
律
詩
｢
山
園
小
梅｣
を
さ
す
。『
全
宋
詩』
巻
一
〇
六
(
第
二
冊
一
二
一
七
頁)
で
は
、
詩
題
を
｢
山
園
小
梅
二
首｣
と
す
る
。
以
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
其
一
の
頷
聯
の
二
句
で
あ
る
。
【
現
代
語
訳
】
林
逋
処
士
は
、
銭
塘
の
人
で
あ
る
。
西
湖
の
ほ
と
り
に
家
を
構
え
、
詩
人
と
し
て
名
高
い
。
人
々
は
、
そ
の
｢
梅
花｣
の
詩
の
｢
清
く
浅
い
水
面
に
、
ま
ば
ら
な
枝
の
影
が
斜
め
に
横
た
わ
り
、
月
の
輝
く
黄
昏
ど
き
に
、
ほ
の
か
な
香
り
が
漂
い
流
れ
る｣
と
い
う
句
を
ほ
め
た
た
え
た
。
梅
の
姿
態
を
、
余
す
事
な
く
表
現
し
て
い
る
。
八
魏
野
處
士
、
陝
人
、
字
仲
先
、
少
時
未
知
名
。
嘗
題
河
上
寺
柱
云
、｢
數
聲
離
岸
櫓
、
幾
點
別
州
山｣
。
時
有
幕
僚
、
本
江
南
文
士
也
、
見
之
大
驚
、
邀
與
相
見
、
贈
詩
曰
、｢
怪
得
名
稱
野
、
元
來
性
不
羣
。
借
冠
來
謁
我
、
倒

起
迎
君｣
。
仍
爲
延
譽
、
由
是
人
始
重
之
。
其
詩
效
白
樂
天
體
。
眞
宗
西
祀
、
聞
其
名
、
遣
中
使
召
之
、
野
閉
戸
踰
垣
而
遁
。
王
太
尉
相
旦
從
車
駕
過
陝
、
野
貽
詩
曰
、｢
昔
年
宰
相
年
年
替
＊
、
君
在
中
書
十
一
秋
。
西
祀
東
封
倶
已
了
、
如
今
好
逐
赤
松
遊｣
。
王
袖
其
詩
以
呈
上
、
累
表
請
退
、
上
不
許
。
野
又
嘗
上
寇
莱
公
準
詩
云
、｢
好
去
上
天
辭
將
相
、
却
來
平
地
作
神
仙｣
。
又
有
啄
木
鳥
詩
云
、｢
千
林
蠹
如
盡
、
一
腹
餒
何
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妨｣
。
又
竹
杯

詩
云
、｢
吉
凶
終
在
我
、
反
覆
謾
勞
君｣
。
有
詩
人
規
戒
之
風
。
卒
、
贈
著
作
郎
、
仍
詔
子
孫
租
税
外
、
其
餘
科
役
、
皆
無
所
預
。
仲
先
詩
有
｢
妻
喜
栽
花
活
、
童
誇
鬥
草
贏｣
。
眞
得
野
人
之
趣
、
以
其
皆
非
急
務
也
。
仲
先
詩
有
｢
燒
葉
爐
中
無
宿
火
、
讀
書
窗
下
有
殘
燈｣
。
仲
先
既
没
、
集
其
詩
者
嫌
｢
燒
葉｣
貧
寒
太
甚
、
故
改
｢
葉｣
爲
｢
藥｣
、
不
惟
壞
此
一
字
、
乃
併
一
句
亦
無
氣
味
、
所
謂
求
益
反
損
也
。
仲
先
贈
先
公
詩
、
有
｢
文
雖
如
貌
古
、
道
不
似
家
貧｣
。
先
公
監
安
豐
酒
税
、
赴
官
、
嘗
有
行
色
詩
云
、｢
冷
于
陂
水
淡
于
秋
、
遠
陌
初
窮
見
渡
頭
。
猶
頼
丹
青
無
處
畫
、
畫
成
應
遣
一
生
愁｣
。
豈
非
状
難
寫
之
景
也
。
【
校
異
】
｢
昔
年｣
は
、
学
海
類
編
本
で
は
｢
昔
時｣
に
作
る
。
【
訓
読
】
魏
野
処
士
は
、
陝
の
人
な
り
。
字
は
仲
先
、
少わか
き
時
、
未
だ
名
を
知
ら
れ
ず
。
嘗
て
河
上
の
寺
の
柱
に
題
し
て
云
は
く
、｢
数
声
岸
を
離
る
る
の
櫓
、
幾
点
州
に
別
る
る
の
山｣
と
。
時
に
幕
僚
有
り
、
本も
と
江
南
の
文
士
な
り
。
之
を
見
て
大
い
に
驚
き
、
邀むか
へ
て
与とも
に
相あ
ひ
見
て
、
詩
を
贈
り
て
曰
く
、｢
怪
し
み
得
た
り
名
づ
け
て
野
と
称
す
る
を
。
元
来
性
群
せ
ず
。
冠
を
借
り
て
来
た
り
て
我
に
謁
せ
ば
、

を
倒
さ
か
し
ま
に
し
て
起
ち
て
君
を
迎
へ
ん｣
と
。
仍しき
り
に
為ため
に
誉ほま
れ
を
延の
べ
、
是こ
れ
よ
り
人
始
め
て
之
を
重
ん
ず
。
其
の
詩
白
楽
天
の
体
に
效なら
ふ
。
真
宗
西
祀
す
る
に
、
其
の
名
を
聞
き
、
中
使
を
遣つか
は
し
て
之
を
召
さ
し
む
る
に
、
野
戸
を
閉
じ
垣
を
踰こ
え
て
遁に
ぐ
。
王
太
尉
相
旦
車
駕
に
従
ひ
て
陝
を
過よぎ
る
に
、
野
詩
を
貽おく
り
て
曰
く
、｢
昔
年
の
宰
相
年
年
替
は
り
、
君
中
書
に
在あ
る
こ
と
十
一
秋
。
西
祀
東
封
倶とも
に
已
に
了おわ
る
。
如
今
好よろ
し
く
赤
松
を
逐お
ひ
て
遊
ぶ
べ
し｣
と
。
王
其
の
詩
を
袖
に
し
て
以
て
上
に
呈
し
、
累かさ
ね
て
表
し
て
退
か
ん
こ
と
を
請
ふ
も
、
上
許
さ
ず
。
野
又
た
嘗
て
寇
莱
公
準
に
詩
を
上
た
て
ま
つ
り
て
云
は
く
、｢
好よろ
し
く
上
天
を
去
り
て
将
相
を
辞
し
、
却
つ
て
平
地
に
来
た
り
て
神
仙
と
作な
る
べ
し｣
と
。
又
た
｢
啄
木
鳥｣
の
詩
有
り
て
云
は
く
、｢
千
林
蠹
尽
く
る
が
如
き
も
、
一
腹
餒
何
ぞ
妨
げ
ん｣
と
。
又
た
｢
竹
杯
｣
の
詩
に
云
は
く
、｢
吉
凶
終つい
に
我
に
在
り
、
反
覆
謾みだ
り
に
君
を
労
す｣
と
。
詩
人
規
戒
の
風
有
り
。卒
し
て
、
著
作
郎
を
贈
ら
る
。
仍かさ
ね
て
詔
み
こ
と
の
りし
、
子
孫
租
税
の
外
、
其
の
余
の
科
役
は
、
皆み
な
預
る
所
無
か
ら
し
む
。
仲
先
の
詩
に
、｢
妻
は
花
を
栽
ゑ
て
活い
く
る
を
喜
び
、
童
は
草
を
闘
は
し
て
贏か
つ
を
誇
る｣
な
る
も
の
有
り
。
真
に
野
人
の
趣
を
得
た
る
は
、
其
の
皆
な
急
務
に
非
ざ
る
を
以
て
な
り
。
仲
先
の
詩
に
、｢
葉
を
焼
き
て
爐
中
に
宿
火
無
く
、
書
を
読
み
て
窓
下
に
残
灯
有
り｣
な
る
も
の
有
り
。
仲
先
既
に
没
し
、
其
の
詩
を
集
む
る
者
｢
焼
葉｣
の
貧
寒
な
る
こ
と
太
甚
は
な
は
だ
し
き
を
嫌
ひ
、
故
に
｢
葉｣
を
改
め
て
｢
薬｣
と
為
す
。
惟た
だ
に
此
の
一
字
を
壊
す
の
み
な
ら
ず
、
乃
ち
一
句
を
併
せ
て
亦
た
気
味
無
し
、
所
謂
｢
益
を
求
め
て
反
つ
て
損そこ
な
ふ｣
も
の
な
り
。
仲
先
の
先
公
に
贈
る
詩
に
、｢
文
は
貌
の
古
な
る
が
如
し
と
雖
も
、
道
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は
家
の
貧
し
き
に
似
ず｣
な
る
も
の
有
り
。
先
公
安
豊
の
酒
税
を
監
し
、
官
に
赴
く
。
嘗
て
｢
行
色｣
の
詩
有
り
て
云
は
く
、｢
陂
水
よ
り
も
冷
た
く
秋
よ
り
も
淡
く
、
遠
陌
初
め
て
窮
ま
り
渡
頭
を
見
る
。
猶
ほ
頼
さ
い
わ
ひ
に
丹
青
も
画
く
処
と
こ
ろ
無
し
。
画
成
れ
ば
応まさ
に
一
生
を
し
て
愁うれ
へ
し
む
べ
し｣
と
。
豈
に
写
し
難
き
の
景
を
状
す
る
に
非
ず
や
。
●
魏
野
魏
野
(
九
六
〇
〜
一
〇
二
〇)
、
字
は
仲
先
、
号
は
草
堂
居
士
、
陝
州
陝
県
(
今
の
河
南
省
に
属
す
る)
の
人
。『
宋
史』
巻
四
五
七
に
伝
が
あ
る
。
詩
は
『
全
宋
詩』
巻
七
八
〜
巻
八
七
(
第
二
冊)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●｢
數
聲｣
二
句
五
言
律
詩
｢
題
崇
勝
院
河
亭｣
の
頷
聯
。
『
全
宋
詩』
巻
七
八
(
第
二
冊
八
九
八
頁)
。
●｢
倒
｣
句
後
漢
の
蔡

が
王
粲
を
出
迎
え
た
時
に
、
あ
わ
て
て
履
物
を
逆
さ
に
履
い
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
。『
三
国
志』
巻
二
一
｢
魏
書
・
王
粲
伝｣
。
●
眞
宗
北
宋
の
第
三
代
皇
帝
。
在
位
九
九
七
〜
一
〇
二
二
。
●
西
祀
西
方
の
汾
陰
の
神
を
祀
る
儀
式
。『
宋
史』
巻
四
五
七
｢
魏
野
伝｣
参
照
。
●
王
旦
王
旦
(
九
五
七
〜
一
〇
一
七)
、
字
は
子
明
、
大
名

県
(
今
の
山
東
省
に
属
す
る)
の
人
。
太
宗
の
太
平
興
国
五
年
(
九
八
〇)
の
進
士
。
真
宗
が
即
位
す
る
と
、
中
書
舎
人
・
翰
林
学
士
と
な
っ
た
。『
宋
史』
巻
二
八
二
に
伝
が
あ
る
。
●｢
昔
年｣
詩
七
言
絶
句
｢
太
保
瑯

相
公
見
惠
酒
因
成
二
絶
用
爲
紀
謝｣
(
『
全
宋
詩』
巻
八
〇
、
第
二
冊
九
一
〇
頁)
。
た
だ
し
、『
全
宋
詩』
に
載
せ
る
も
の
は
、
文
字
の
異
同
が
か
な
り
あ
る
。
●
寇
準
寇
準
(
九
六
一
〜
一
〇
二
三)
、
字
は
平
仲
、
華
州
下
(
今
の
陝
西
省
渭
南
県)
の
人
。
北
宋
の
宰
相
で
、

国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
宋
史』
巻
二
八
一
に
伝
が
あ
る
。『
橄
欖』
第
一
号
参
照
。
●
｢
千
林｣
二
句
五
言
律
詩
｢
啄
木
鳥
二
首｣
其
一
の
頷
聯
。『
全
宋
詩』
巻
八
六
(
第
二
冊
九
五
五
頁)
。
●
竹
杯

詩
『
全
宋
詩』
巻
八
二
(
第
二
冊
九
二
四
頁)
で
は
、
詩
題
を
｢
詠
竹
杯

子｣
に
作
る
。
｢
吉
凶｣
二
句
は
、
五
言
律
詩
の
頷
聯
。
竹
杯

は
、
竹
製
の
占
い
の
た
め
の
道
具
。
竹
杯
を
放
り
投
げ
て
、
そ
の
裏
表
に
よ
っ
て
吉
凶
を
占
う
。
●
鬥
草
鬥
百
草
と
も
い
う
。
旧
暦
五
月
五
日
の
端
午
の
節
句
に
、
草
を
採
っ
て
そ
の
多
寡
優
劣
を
競
う
遊
戯
。
●
先
公
司
馬
光
の
亡
父
、
司
馬
池
(
九
八
〇
〜
一
〇
四
一)
、
字
は
和
中
。
景
徳
二
年
(
一
〇
〇
五)
の
進
士
。
●
｢
文
雖｣
二
句
五
言
律
詩
｢
貽
司
馬
池｣
の
頷
聯
。
『
全
宋
詩』
巻
八
二
(
第
二
冊
九
二
六
頁)
。
●｢
行
色｣
司
馬
池
の
七
言
絶
句
。『
全
宋
詩』
巻
一
四
六
(
第
三
冊
一
六
三
一
頁)
。
な
お
、
『
全
宋
詩』
巻
八
七
(
第
二
冊
九
六
八
頁)
で
は
、
誤
っ
て
魏
野
の
七
言
絶
句
と
し
て
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
文
字
の
異
同
が
多
い
。
●｢
猶
｣
二
句
｢
猶
ほ
丹
青
に
頼よ
り
て
も
画
く
処
無
き
が
ご
と
し
。
画
成
れ
ば
応
に
一
生
の
愁
ひ
を
遣や
る
べ
し｣
と
訓
読
し
、｢(
こ
の
風
景
は)
絵
の
具
で
描
け
そ
う
に
も
な
い
。
も
し
も
絵
に
で
き
た
な
ら
ば
一
生
の
愁
い
を
は
ら
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う｣
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
【
現
代
語
訳
】
魏
野
処
士
は
、
陝
の
人
で
あ
る
。
字
は
仲
先
と
い
い
、
若
い
時
は
ま
だ
名
前
を
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
か
つ
て
河
の
ほ
と
り
の
寺
の
柱
に
、
｢
船
は
数
回
の
艫
を
漕
ぐ
音
と
共
に
岸
よ
り
離
れ
、
幾
つ
か
の
山
が
、
州
よ
り
別
れ
行
く
船
を
見
送
る
か
の
よ
う
に
点
在
し
て
い
る｣
と
い
う
詩
を
書
き
付
け
た
。
時
に
幕
僚
が
い
て
、
元
は
江
南
の
文
士
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
大
変
驚
き
、
魏
野
を
招
き
入
れ
て
面
会
し
、｢
は
じ
め
は
『
野』
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と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
『
野』
と
い
う
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
、
人
と
群
れ
交
わ
ら
な
い
性
格
の
人
で
あ
っ
た
の
で
す
ね
。
あ
な
た
が
冠
を
借
り
て
(
正
装
し
て)
私
の
も
と
を
訪
ね
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
ば
、
履
物
を
さ
か
さ
ま
に
し
て
立
ち
上
が
り
、
あ
な
た
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う｣
と
い
う
詩
を
贈
っ
た
。
し
き
り
に
魏
野
の
た
め
に
周
囲
に
広
く
称
賛
し
、
そ
れ
以
後
、
人
々
は
や
っ
と
彼
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
詩
は
、
白
楽
天
の
詩
の
体
に
な
ら
っ
て
い
る
。
真
宗
が
西
方
の
神
を
祀
る
儀
式
を
行
お
う
と
し
た
際
に
、
魏
野
の
名
を
聞
き
つ
け
、
使
者
を
派
遣
し
て
彼
を
召
し
出
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
魏
野
は
家
の
門
を
閉
じ
、
垣
根
を
越
え
て
逃
げ
た
。
宰
相
の
王
旦
が
天
子
の
乗
る
車
に
付
き
従
っ
て
陝
を
通
り
か
か
っ
た
時
に
、
魏
野
は
彼
に
詩
を
贈
り
、｢
そ
の
昔
、
宰
相
は
毎
年
の
よ
う
に
交
替
し
ま
し
た
が
、
あ
な
た
様
は
中
書
舎
人
の
位
に
あ
る
こ
と
十
一
年
に
な
り
ま
す
。
西
の
地
の
神
の
祀
り
も
、
東
の
地
の
封
禅
の
儀
式
も
、
と
も
に
す
で
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
仙
人
の
赤
松
子
の
後
を
追
っ
て
仙
界
に
遊
ば
れ
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う｣
と
詠
っ
た
。
王
旦
は
そ
の
詩
を
袖
の
中
に
入
れ
て
天
子
に
献
上
し
、
何
度
も
辞
表
を
提
出
し
て
引
退
す
る
こ
と
を
請
願
し
た
が
、
天
子
は
認
め
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
魏
野
は
か
つ
て
莱
公
寇
準
に
、
｢
天
上
の
世
界
を
去
っ
て
宰
相
を
辞
職
し
、
平
地
に
お
戻
り
に
な
っ
て
神
仙
と
な
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う｣
と
い
う
詩
を
献
上
し
た
。
ま
た
｢
啄
木
鳥｣
の
詩
が
あ
っ
て
、｢
林
と
い
う
林
の
木
食
虫
は
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
の
に
、
一
羽
の
キ
ツ
ツ
キ
の
お
腹
の
ひ
も
じ
さ
を
ど
う
し
て
癒
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か｣
と
詠
っ
て
い
る
。
ま
た
｢
竹
の
杯
｣
の
詩
に
、｢
吉
凶
は
結
局
私
自
身
に
あ
る
の
に
、
や
た
ら
と
何
度
も
君
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と
だ｣
と
詠
っ
て
い
る
。『
詩
経』
の
詩
人
の
諷
諌
の
趣
が
あ
る
。
死
後
、
著
作
郎
を
贈
ら
れ
た
。
子
孫
は
、
租
税
を
払
う
以
外
の
賦
役
は
、
す
べ
て
免
除
す
る
と
の
詔
が
、
重
ね
て
下
さ
れ
た
。
魏
野
の
詩
に
、｢
妻
は
花
を
植
え
て
う
ま
く
育
っ
た
の
を
喜
び
、
子
供
は
闘
草
の
遊
び
に
勝
っ
た
の
を
自
慢
す
る｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
真
に
在
野
の
人
の
趣
を
得
て
い
る
の
は
、
詠
わ
れ
て
い
る
事
柄
が
、
い
ず
れ
も
急
務
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
魏
野
の
詩
に
、｢
落
ち
葉
を
焼
い
て
囲
炉
裏
の
中
に
は
残
り
火
が
な
く
、
書
物
を
読
ん
で
窓
の
下
に
は
消
え
か
か
っ
た
灯
が
あ
る｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
魏
野
が
没
し
た
後
、
そ
の
詩
を
集
め
た
者
が
｢
焼
葉｣
と
い
う
語
が
あ
ま
り
に
も
貧
寒
過
ぎ
る
こ
と
を
嫌
い
、
そ
こ
で
｢
葉｣
を
｢
薬｣
に
改
め
た
。
こ
れ
は
、
た
だ
こ
の
一
字
を
台
な
し
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
句
全
体
を
も
味
気
無
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
行
為
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
｢
角
を
た
め
て
牛
を
殺
す｣
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
魏
野
が
私
の
亡
父
に
贈
っ
た
詩
に
、｢
文
は
古
風
な
容
貌
に
似
て
い
る
が
、
道
は
家
が
貧
し
い
の
に
は
似
て
い
な
い｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
亡
父
が
安
豊
の
酒
税
を
監
督
す
る
役
人
と
な
り
、
任
に
赴
い
た
時
の
こ
と
、
｢
行
色｣
の
詩
を
作
り
、｢
堤
の
水
よ
り
も
冷
た
く
、
そ
し
て
秋
よ
り
も
淡
く
、
遠
く
ま
で
続
く
あ
ぜ
道
が
よ
う
や
く
尽
き
る
所
に
、
渡
し
場
が
見
え
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の
景
色
を
絵
の
具
で
描
い
た
者
は
い
な
い
。
も
し
絵
が
で
き
あ
が
っ
た
と
す
れ
ば
、
き
っ
と
人
を
一
生
愁
え
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う｣
と
詠
っ
た
。
描
き
に
く
い
情
景
を
、
た
く
み
に
言
い
表
し
た
も
の
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
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九丁
相
謂
善
爲
詩
、
在
珠
崖
猶
有
詩
近
百
篇
、
號
『
知
命
集』
、
其
警
句
有
｢
草
解
忘
憂
憂
底
事
、
花
能
含
笑
笑
何
人｣
。
少
時
好
蹴

、
長
韻
其
二
聯
云
、｢
鷹
鶻
騰
雙
眼
、
龍
蛇
繞
四
肢
。
躡
來
行
數
歩
、

後
立
多
時｣
。
【
訓
読
】
丁
相
謂
善
く
詩
を
為つく
る
。
珠
崖
に
在あ
り
て
も
猶
ほ
詩
有
り
、
百
篇
に
近
し
。『
知
命
集』
と
号
す
。
其
の
警
句
に
、｢
草
は
解よ
く
憂
ひ
を
忘
る
底
事
な
に
ご
と
を
か
憂
へ
ん
。
花
は
能
く
笑
み
を
含
む
何
人
を
か
笑
は
ん｣
な
る
も
の
有
り
。
少わか
き
時
蹴

を
好
み
、
長
韻
の
其
の
二
聯
に
云
は
く
、｢
鷹
鶻
の
ご
と
く
双
眼
を
騰あ
げ
、
龍
蛇
の
ご
と
く
四
肢
を
繞めぐ
ら
す
。
躡ふ
み
来きた
り
て
行
く
こ
と
数
歩
、
あ
ぐ
る
後
立
つ
こ
と
多
時｣
と
。
●
丁
謂
丁
謂
(
九
六
六
〜
一
〇
三
七)
、
字
は
謂
之
。『
宋
史』
巻
二
八
三
に
伝
が
あ
る
。
池
澤
滋
子
著
『
丁
謂
研
究』
(
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
八
年)
に
年
譜
が
あ
る
。
罪
を
得
て
崖
州
(
海
南
島)
に
流
さ
れ
た
。『
宋
史』
巻
二
〇
八
｢
芸
文
志｣
に
よ
れ
ば
、『
丁
謂
集』
八
巻
・『
虎
丘
集』
五
十
巻
・『
刀
筆
集』
二
巻
・『
衿
集』
三
巻
・『
知
命
集』
一
巻
が
あ
っ
た
が
す
べ
て
散
逸
し
た
。
現
在
で
は
一
二
六
首
が
残
っ
て
お
り
、『
全
宋
詩』
巻
一
〇
一
〜
一
〇
二
(
第
二
冊)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
珠
崖
海
南
島
の
南
端
の
地
。
●｢
草
解｣
二
句
『
全
宋
詩』
巻
一
〇
一
(
第
二
冊
一
一
四
六
頁)
に
収
録
さ
れ
る
七
言
律
詩
｢
山
居｣
の
頸
聯
。
●
忘
憂
こ
こ
で
は
、
草
の
名
前
で
も
あ
る
。
●
含
笑
花
の
名
前
。
丁
謂
の
自
注
に
、｢
海
南
有
含
笑
花｣
と
あ
る
。
含
笑
花
は
、
別
名
を
香
蕉
花
と
も
い
い
、
木
蘭
科
の
常
緑
喬
木
に
属
す
る
。
花
は
芳
香
を
発
し
、
淡
黄
色
。
広
東
・
福
建
原
産
。
●
長
韻
こ
こ
で
は
律
詩
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
●｢
鷹
鶻｣
四
句
『
全
宋
詩』
巻
一
〇
二
(
第
二
冊
一
一
六
八
頁)
に
、
断
句
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
若
干
の
文
字
の
異
同
あ
り
。
『
宋
詩
話
全
編』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社)
第
二
冊
『
阮
閲
詩
話』
巻
二
一
、
九
一
六
条
に
引
用
さ
れ
た
『
古
今
詩
話』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
｢
鞠
蹴
惟
柳
三
復
能
之
、
丁
晉
公
亦
好
焉
。
晉
公
詩
曰
、『
背
装
花
屈
膝
、
白
打
大
廉
斯
。
進
前
行
両
歩
、

後
立
多
時』｣
。
【
現
代
語
訳
】
宰
相
で
あ
っ
た
丁
謂
は
詩
を
作
る
の
が
上
手
で
、
珠
崖
に
流
さ
れ
た
時
に
な
お
も
百
篇
近
い
詩
を
作
り
、『
知
命
集』
と
名
づ
け
た
。
そ
の
警
句
に
、｢
草
は
憂
い
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
が
、
い
っ
た
い
何
を
憂
え
る
と
い
う
の
か
。
花
は
微
笑
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
が
、
い
っ
た
い
誰
に
微
笑
み
か
け
る
と
い
う
の
か｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
丁
謂
は
若
い
時
に
け
ま
り
を
好
み
、
長
韻
の
二
つ
の
聯
に
、｢
鷹
や
隼
の
よ
う
に
両
目
を
つ
り
上
げ
、
竜
や
蛇
の
よ
う
に
四
肢
を
め
ぐ
ら
せ
る
。
地
面
を
踏
み
し
め
て
歩
む
こ
と
数
歩
、
鞠
を
蹴
り
上
げ
た
後
で
立
つ
こ
と
し
ば
し｣
と
あ
る
。
十
寇

公
詩
、
才
思
融
遠
。
年
十
九
進
士
及
第
、
初
知
巴
東
縣
、
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有
詩
云
、｢
野
水
無
人
渡
、
孤
舟
盡
日
横｣
。
又
嘗
爲
江
南
春
云
、
｢
波
渺
渺
、
柳
依
依
、
孤
村
芳
草
遠
、
斜
日
杏
花
飛
。
江
南
春
盡
離
腸
斷
、
蘋
滿
汀
洲
人
未
歸｣
。
爲
人
膾
炙
。
【
訓
読
】
寇
莱
公
こ
う
ら
い
こ
う
の
詩
、
才
思
融
遠
た
り
。
年
十
九
に
し
て
進
士
に
及
第
し
、
初
め
巴
東
県
に
知
た
り
。
詩
有
り
て
云
は
く
、｢
野
水
人
の
渡
る
無
く
、
孤
舟
尽
日
横
た
は
る｣
と
。
又
た
嘗
て
｢
江
南
の
春｣
を
為つく
り
て
云
は
く
、
｢
波
は
渺
渺
た
り
、
柳
は
依
依
た
り
。
孤
村
芳
草
遠
く
、
斜
日
杏
花
飛
ぶ
。
江
南
春
尽
き
て
離
腸
断
た
れ
、
蘋
汀
洲
に
満
ち
て
人
未
だ
帰
ら
ず｣
と
。
人
の
膾
炙
す
る
と
こ
ろ
と
為
る
。
●
寇

公
寇
準
の
こ
と
。
第
八
節
の
注
を
参
照
。
●｢
野
水｣
二
句
五
言
律
詩
｢
春
日
登
樓
懷
歸｣
の
頷
聯
。『
全
宋
詩』
巻
九
〇
(
第
二
冊
一
〇
〇
一
頁)
。『
全
宋
詩』
は
、｢
野｣
を
｢
遠｣
に
作
る
。
●
｢
江
南
春｣
『
全
宋
詩』
巻
八
九
(
第
二
冊
九
九
七
頁)
に
収
録
。
●
渺
渺
水
面
が
広
々
と
し
て
果
て
し
な
い
さ
ま
。
●
依
依
木
の
枝
が
な
よ
や
か
に
風
に
な
び
く
さ
ま
。
【
現
代
語
訳
】
莱
公
寇
準
の
詩
は
、
詩
情
が
幽
遠
で
あ
る
。
十
九
歳
で
進
士
に
合
格
し
、
最
初
、
巴
東
県
の
知
事
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
詩
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
｢
野
を
流
れ
る
川
に
は
渡
る
人
の
姿
も
な
く
、
ぽ
つ
ん
と
一
そ
う
の
小
舟
が
、
一
日
中
横
た
わ
っ
て
い
る
ば
か
り｣
。
ま
た
あ
る
時
｢
江
南
の
春｣
と
い
う
詩
を
作
り
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
波
は
は
る
ば
る
と
、
柳
は
ゆ
ら
ゆ
ら
と
。
ぽ
つ
ん
と
あ
る
村
里
は
か
ぐ
わ
し
い
草
が
遠
く
ま
で
広
が
り
、
夕
陽
の
中
を
ア
ン
ズ
の
花
が
飛
ん
で
い
る
。
江
南
の
春
は
終
わ
っ
て
、
別
れ
の
悲
し
み
に
は
ら
わ
た
は
断
ち
切
れ
ん
ば
か
り
。
浮
き
草
は
中
州
に
満
ち
て
、
旅
に
出
た
人
は
ま
だ
帰
ら
な
い｣
。
こ
れ
は
、
当
時
人
口
に
膾
炙
し
た
。
十
一
陳
文
惠
公
堯
佐
能
爲
詩
。
世
稱
其
呉
江
詩
云
、｢
平
波
渺
渺
烟
蒼
蒼
、
菰
蒲
纔
熟
楊
柳
黄
。
扁
舟
繋
岸
不
忍
去
、
秋
風
斜
日
鱸
魚
香｣
。
又
嘗
有
詩
云
、｢
雨
網
蛛
絲
斷
、
風
枝
鳥
夢
揺
。
詩
家
零
落
景
、
采
拾
合
如
樵｣
。
【
訓
読
】
陳
文
恵
公
堯
佐
能
く
詩
を
為
る
。
世
其
の
呉
江
の
詩
に
、｢
平
波
渺
渺
と
し
て
烟
蒼
蒼
た
り
、
菰
蒲
纔わず
か
に
熟
し
楊
柳
黄
な
り
。
扁
舟
岸
に
繋
が
れ
て
去
る
に
忍
び
ず
、
秋
風
斜
日
鱸
魚
香
る｣
と
云
ふ
を
称たた
ふ
。
又
た
嘗
て
詩
有
り
て
云
は
く
、｢
雨
網
蛛
糸
断
え
、
風
枝
鳥
夢
揺
る
。
詩
家
零
落
の
景
、
采
拾
す
る
こ
と
合まさ
に
樵
の
如
く
な
る
べ
し｣
と
。
●
陳
文
惠
公
堯
佐
陳
堯
佐
(
九
六
三
〜
一
〇
四
四)
、
字
は
希
元
、
号
は
知
余
子
。

州

中
(
今
の
四
川
省
に
属
す
る)
の
人
。
太
宗
の
端
拱
元
年
(
九
八
八)
の
進
士
。
没
後
に
文
恵
と
諡
さ
れ
た
。『
宋
史』
巻
二
八
四
に
伝
が
あ
る
。『
全
宋
詩』
巻
九
七
(
第
二
冊)
は
、
そ
の
詩
五
十
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首
を
収
録
し
て
い
る
。
●
呉
江
詩
『
全
宋
詩』
巻
九
七
(
第
二
冊
一
〇
八
五
頁)
に
収
録
。
●
鱸
魚
香
范
成
大
『
呉
郡
志』
巻
一
八
及
び
『
全
宋
詩』
、
い
ず
れ
も
｢
鱸
魚
郷｣
に
作
る
。
●
｢
雨
網｣
四
句
『
全
宋
詩』
巻
九
七
(
第
二
冊
一
〇
九
二
頁)
に
、｢
詩
一
首｣
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
【
現
代
語
訳
】
文
恵
公
の
陳
堯
佐
は
、
詩
を
作
る
の
が
上
手
で
あ
っ
た
。
世
間
の
人
々
は
、
そ
の
｢
呉
江｣
の
詩
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
の
を
ほ
め
た
た
え
た
。
｢
お
だ
や
か
な
波
は
は
る
ば
る
と
、
も
や
が
す
み
は
あ
た
り
一
面
に
広
が
っ
て
い
る
。
マ
コ
モ
は
よ
う
や
く
熟
し
、
柳
の
葉
は
黄
色
に
色
づ
い
て
い
る
。
小
舟
は
岸
に
つ
な
が
れ
た
ま
ま
で
、
立
ち
去
る
に
し
の
び
な
い
。
秋
風
の
吹
く
夕
暮
れ
時
、
鱸
魚
の
香
り
が
漂
う｣
。
ま
た
あ
る
時
、
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
。｢
網
に
雨
が
降
り
蜘
蛛
の
糸
は
断
た
れ
、
枝
に
風
が
吹
き
夢
を
見
て
い
た
鳥
は
揺
り
起
こ
さ
れ
る
。
詩
人
た
る
者
は
、
こ
の
よ
う
な
わ
び
し
い
情
景
を
、
あ
た
か
も
木
こ
り
が
木
々
を
拾
い
集
め
る
か
の
よ
う
に
詠
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣
。
十
二

穎
公
籍
喜
爲
詩
、
雖
臨
邊
典
藩
、
文
案
委
積
、
日
不
廢
三
兩
篇
、
以
此
爲
適
。
及
疾
亟
、
余
時
爲
諫
官
、
以
十
餘
篇
相
示
、
手
批
其
後
曰
、｢
欲
令
吾
弟
知
老
夫
病
中
嘗
有
此
思
耳｣
。
字
已
慘
淡
難
識
、
後
數
日
而
薨
。
【
訓
読
】

穎
公
籍
喜この
み
て
詩
を
為
り
、
辺
に
臨
み
藩
を
典
つ
か
さ
ど
り
、
文
案
委
積
す
と
雖
も
、
日
に
三
両
篇
を
廃
せ
ず
、
此
れ
を
以
て
適
と
為
す
。
疾
や
ま
い
亟
す
み
や
か
な
る
に
及
び
、
余
時
に
諫
官
た
り
、
十
余
篇
を
以
て
相
ひ
示
し
、
手
づ
か
ら
其
の
後
に
批
し
て
曰
く
、｢
吾
が
弟
を
し
て
、
老
夫
病
中
に
て
嘗
て
此
の
思
ひ
有
る
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み｣
と
。
字
已
に
慘
淡
と
し
て
識
り
難
く
、
後のち
数
日
に
し
て
薨
ず
。
●

穎
公
籍

籍
(
九
八
八
〜
一
〇
六
三)
、
字
は
醇
之
、
単
州
成
武
(
今
の
山
東
省)
の
人
。
真
宗
の
大
中
祥
符
八
年
(
一
〇
一
五)
の
進
士
。
穎
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
宋
史』
巻
三
一
一
に
伝
が
あ
る
。『
全
宋
詩』
巻
一
六
三
(
第
三
冊
一
八
四
八
頁)
に
、
詩
八
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
吾
弟
二
人
称
。
こ
こ
で
は
司
馬
光
を
さ
す
。
【
現
代
語
訳
】
穎
公
の

籍
は
詩
を
作
る
の
が
好
き
で
、
辺
地
に
臨
み
地
方
の
行
政
を
つ
か
さ
ど
り
、
書
類
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
て
も
、
毎
日
二
三
首
の
詩
を
作
る
こ
と
を
や
め
ず
、
こ
れ
を
楽
し
み
と
し
て
い
た
。
病
気
が
重
く
な
っ
た
時
に
、
私
は
そ
の
当
時
諫
官
で
あ
っ
た
が
、(

籍
は)
十
数
首
の
詩
を
私
に
示
し
、
手
づ
か
ら
そ
の
後
ろ
に
次
の
よ
う
な
批
語
を
記
し
た
。
｢
こ
の
年
寄
り
が
、
か
つ
て
病
中
で
こ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
、
あ
な
た
に
知
ら
せ
た
い
と
思
っ
た
ま
で
で
す｣
。
字
は
す
で
に
乱
れ
か
す
れ
て
識
別
す
る
の
が
難
し
く
、
そ
の
後
数
日
で
亡
く
な
っ
た
。
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十
三
韓
退
處
士
、
絳
州
人
、
放
誕
不
拘
、
浪
跡
秦
晉
間
、
以
詩
自
名
。
嘗
跨
一
白
驢
、
自
有
詩
云
、｢
山
人
跨
雪
精
、
上
便
不
論
程
。
嗅
地
打
不
動
、
笑
天
休
始
行｣
。
爲
人
所
稱
。
好
著
寛
袖
鶴

、
醉
則
鶴
舞
、
石
曼
卿
贈
詩
曰
、｢
醉
狂
玄
鶴
舞
、
臥
白
驢
號｣
。
【
訓
読
】
韓
退
処
士
は
、
絳
州
の
人
な
り
。
放
誕
不
拘
に
し
て
、
秦
晋
の
間
に
浪
跡
し
、
詩
を
以
て
自
お
の
ず
か
ら
名
あ
り
。
嘗
て
一
白
驢
に
跨
ま
た
が
り
、
自
ら
詩
有
り
て
云
は
く
、｢
山
人
雪
精
に
跨
り
、
上
れ
ば
便
ち
程
を
論
ぜ
ず
。
地
を
嗅
げ
ば
打
つ
と
も
動
か
ず
、
天
に
笑
へ
ば
休や
め
て
始
め
て
行
く｣
と
。
人
の
称たた
ふ
る
所
と
為
る
。
好
み
て
寛
袖
の
鶴

か
く
し
ょ
う
を
著つ
け
、
酔
へ
ば
則
ち
鶴
舞
す
。
石
曼
卿
詩
を
贈
り
て
曰
く
、｢
酔
狂
す
れ
ば
玄
鶴
の
ご
と
く
舞
ひ
、
臥
す
れ
ば
白
驢
の
ご
と
く
号
す｣
と
。
●
韓
退
處
士
韓
退
、
字
は
知
止
。
絳
州
稷
山
(
今
の
山
西
省
に
属
す
る)
の
人
。『
宋
史』
巻
四
五
七
｢
隠
逸
上
・
高
懌
伝｣
に
付
随
す
る
形
で
、
事
跡
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詩
は
『
全
宋
詩』
巻
一
二
七
(
第
三
冊
一
四
八
二
頁)
に
、
こ
の
一
首
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
鶴

鳥
の
羽
毛
で
作
っ
た
上
着
。
外
套
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
、
道
士
の
衣
服
。
●
石
曼
卿
石
延
年
(
九
九
四
〜
一
〇
四
一)
、
字
は
曼
卿
、
一
に
字
は
安
仁
。『
宋
史』
巻
四
四
二
に
伝
が
あ
る
。『
全
宋
詩』
巻
一
七
六
(
第
三
冊
二
〇
〇
〇
頁)
に
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●｢
醉
狂｣
二
句
石
延
年
の
五
言
律
詩
｢
韓
希
祖
隱
君
武
威｣
の
頸
聯
。『
全
宋
詩』
巻
一
七
六
(
第
三
冊
二
〇
一
〇
頁)
。『
全
宋
詩』
は
、｢
號｣
を
｢
豪｣
に
作
る
。
【
現
代
語
訳
】
韓
退
処
士
は
、
絳
州
の
人
で
あ
る
。
奔
放
な
性
格
で
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
陝
西
か
ら
山
西
の
間
を
放
浪
し
、
詩
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
名
声
が
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
一
頭
の
白
い
驢
馬
に
ま
た
が
り
、
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
。｢
山
に
住
む
隠
者
は
雪
の
精
の
よ
う
な
白
い
驢
馬
に
ま
た
が
り
、
ひ
と
た
び
驢
馬
の
背
中
に
上
る
と
、
行
程
の
遠
近
な
ど
気
に
し
な
い
。
驢
馬
が
地
面
を
か
ぐ
と
、
た
た
い
て
も
動
か
な
く
な
り
、
天
を
仰
い
で
笑
う
と
、
か
ぐ
の
を
や
め
て
よ
う
や
く
歩
き
出
す｣
。
こ
の
詩
は
、
人
に
ほ
め
た
た
え
ら
れ
た
。
好
ん
で
袖
の
広
い
鶴

を
着
、
酒
に
酔
う
と
鶴
の
舞
い
を
踊
っ
た
。
石
曼
卿
が
彼
に
次
の
よ
う
な
詩
を
贈
っ
た
。｢
酒
に
酔
え
ば
黒
い
鶴
の
よ
う
に
舞
い
、
の
ん
び
り
と
寝
そ
べ
れ
ば
白
い
驢
馬
の
鳴
き
ま
ね
を
す
る｣
。
十
四
章
獻
太
后
上
仙
、
羣
臣
進
挽
歌
數
百
首
、
惟
曼
卿
一
聯
首
出
、
曰
、｢
震
出
坤
柔
變
、
乾
成
太
極
虚｣
。
太
后
稱
制
日
、
仁
宗
端
拱
、
至
是
始
親
萬
幾
、
曼
卿
詩
切
合
時
宜
、
又
不
卑
長
樂
也
。
【
訓
読
】
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章
献
太
后
上
仙
し
、
群
臣
挽
歌
数
百
首
を
進
む
。
惟
だ
曼
卿
の
一
聯
の
み
首はじ
め
に
出いで
て
曰
く
、｢
震
出
て
坤
柔
変
し
、
乾
成
り
て
太
極
虚
し｣
と
。
太
后
称
制
の
日
、
仁
宗
端
拱
し
、
是
に
至
り
て
始
め
て
万
幾
を
親
み
ず
か
ら
す
。
曼
卿
の
詩
切
に
時
宜
に
合
し
、
又
た
長
楽
を
卑
し
め
ざ
る
な
り
。
●
章
獻
太
后
章
献
明
肅
劉
皇
后
。『
宋
史』
巻
二
四
二
｢
后
妃
伝｣
。
子
供
が
な
か
っ
た
の
で
、
李
宸
妃
の
生
ん
だ
仁
宗
を
養
子
と
し
て
育
て
た
。
明
道
元
年
(
一
〇
三
二)
六
十
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
時
に
仁
宗
は
二
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
劉
皇
后
に
先
立
ち
、
同
じ
年
に
李
宸
妃
も
亡
く
な
っ
て
い
る
。
仁
宗
は
、
こ
の
時
初
め
て
実
の
母
が
李
氏
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
●
上
仙
貴
人
が
亡
く
な
る
こ
と
。
●
曼
卿
石
延
年
、
字
は
曼
卿
。
第
十
三
節
の
注
を
参
照
。
●
震
『
易』
の
卦
の
一
つ
。
一
つ
の
陽
が
二
つ
の
陰
に
抑
え
ら
れ
て
い
て
、
憤
激
し
て
出
よ
う
と
す
る
さ
ま
。
●
坤
『
易』
の
卦
の
一
つ
で
、
陰
が
六
つ
重
な
る
形
。
地
を
表
す
。
こ
こ
で
は
、
太
后
を
表
す
。
●
柔
變
こ
こ
で
は
、
太
后
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
。
●
乾
『
易』
の
卦
の
一
つ
で
、
陽
が
六
つ
重
な
る
形
。
天
を
表
す
。
こ
こ
で
は
、
仁
宗
を
表
す
。
●
太
極
宇
宙
の
根
源
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ま
で
政
治
を
行
っ
て
い
た
太
后
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
●
稱
制
政
治
を
取
り
仕
切
る
こ
と
。
●
仁
宗
北
宋
の
第
四
代
皇
帝
。
在
位
一
〇
二
二
〜
一
〇
六
三
。『
宋
史』
巻
九
〜
十
二
。
●
端
拱
か
た
わ
ら
に
拱
手
し
て
仕
え
る
。
●
長
樂
宮
殿
の
名
前
。
こ
こ
で
は
、
太
后
を
さ
す
。
【
現
代
語
訳
】
章
献
太
后
が
亡
く
な
り
、
群
臣
た
ち
は
挽
歌
数
百
首
を
献
呈
し
た
。
た
だ
石
曼
卿
の
詩
の
一
聯
だ
け
が
、
初
め
に
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
詩
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
震
の
卦
が
出
て
坤
の
卦
が
柔
ら
か
く
変
じ
、
乾
の
卦
が
成
就
し
て
太
極
は
空
っ
ぽ
に
な
っ
た｣
。
太
后
が
天
子
に
代
わ
っ
て
政
治
を
行
っ
て
い
た
時
、
仁
宗
は
そ
の
そ
ば
に
恭
し
く
仕
え
て
い
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
み
ず
か
ら
す
べ
て
の
政
務
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
曼
卿
の
詩
は
当
時
の
状
況
に
実
に
う
ま
く
合
致
し
て
い
る
上
に
、
太
后
を
卑
し
め
て
も
い
な
い
の
で
あ
る
。
十
五
李
長
吉
歌
｢
天
若
有
情
天
亦
老｣
、
人
以
爲
奇
絶
無
對
。
曼
卿
對
｢
月
如
無
恨
月
長
圓｣
、
人
以
爲
勍
敵
。
【
訓
読
】
李
長
吉
の
歌
に
｢
天
若も
し
情
有
ら
ば
天
も
亦
た
老
い
ん｣
と
あ
り
、
人
以
為
お
も
え
ら
く
、
奇
絶
に
し
て
対
す
る
無
か
ら
ん
と
。
曼
卿
対
し
て
、
｢
月
如も
し
恨
み
無
く
ん
ば
月
長
と
こ
し
え
に
円
ま
ど
か
な
ら
ん｣
と
。
人
以
て
勍
敵
け
い
て
き
と
為
す
。
●
李
長
吉
李
賀
(
七
九
一
〜
八
一
七)
、
字
は
長
吉
。
中
唐
の
詩
人
。
●｢
天
若｣
句
李
賀
の
七
言
古
詩
｢
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
(
金
銅
仙
人
漢
を
辞
す
る
の
歌)｣
の
第
十
句
。『
全
唐
詩』
巻
三
九
一
。
●
曼
卿
石
延
年
、
字
は
曼
卿
。
第
十
三
節
の
注
参
照
。
●
｢
月
如｣
句
『
全
宋
詩』
巻
一
七
六
(
第
三
冊
二
〇
一
〇
頁)
に
、｢
句｣
と
し
て
単
独
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で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
【
現
代
語
訳
】
李
賀
の
詩
に
、｢
天
に
も
し
心
が
あ
れ
ば
、
天
も
ま
た
年
老
い
る
だ
ろ
う｣
と
い
う
句
が
あ
り
、
人
々
は
非
常
に
す
ば
ら
し
い
句
で
、
こ
れ
に
対
の
句
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
石
延
年
は
、｢
月
に
も
し
無
念
の
思
い
が
な
け
れ
ば
、
月
は
永
遠
に
丸
い
だ
ろ
う｣
と
い
う
対
の
句
を
作
っ
た
。
人
々
は
、
李
賀
の
句
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
名
句
だ
と
思
っ
た
。
十
六
詩
云
、｢

羊
墳
首
、
三
星
在
｣
。
言
不
可
久
。
古
人
爲
詩
、
貴
于
意
在
言
外
、
使
人
思
而
得
之
、
故
言
之
者
無
罪
、
聞
之
者
足
以
戒
也
。
近
世
詩
人
、
惟
杜
子
美
最
得
詩
人
之
體
、
如
｢
國
破
山
河
在
、
城
春
草
木
深
。
感
時
花
濺
涙
、
恨
別
鳥
驚
心｣
。
山
河
在
、
明
無
餘
物
矣
。
草
木
深
、
明
無
人
矣
。
花
鳥
、
平
時
可
娯
之
物
、
見
之
而
泣
、
聞
之
而
悲
、
則
時
可
知
矣
。
他
皆
類
此
、
不
可

擧
。
【
訓
読
】
詩
に
云
は
く
、｢

羊
そ
う
よ
う
墳
首
、
三
星
は

り
ゅ
う
に
在あ
り｣
と
。
久
し
か
る
べ
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
。
古
人
詩
を
為つく
る
に
、
意
は
言
外
に
在
り
て
、
人
を
し
て
思
ひ
て
之
を
得
し
む
る
を
貴
ぶ
。
故
に
之
を
言
ふ
者
は
罪
無
く
、
之
を
聞
く
者
は
以
て
戒
め
と
す
る
に
足
る
な
り
。
近
世
の
詩
人
、
惟
だ
杜
子
美
の
み
最
も
詩
人
の
体
を
得
た
り
。｢
国
破
れ
て
山
河
在
り
、
城
春
に
し
て
草
木
深
し
。
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
濺
ぎ
、
別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す｣
の
ご
と
し
。｢
山
河
在
り｣
と
は
、
余
物
無
き
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。｢
草
木
深
し｣
と
は
、
人
無
き
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
花
鳥
は
、
平
時
娯たの
し
む
べ
き
の
物
な
る
も
、
之
を
見
て
泣
き
、
之
を
聞
き
て
悲
し
む
、
則
ち
時
知
る
べ
き
な
り
。
他
皆
な
此
れ
に
類
し
、

く
は
挙
ぐ
る
べ
か
ら
ず
。
●
詩
『
詩
経』
を
さ
す
。
●｢

羊｣
二
句
『
詩
経』
小
雅
・
魚
藻
之
什
｢

之
華｣
に
見
え
る
詩
句
で
、
周
王
朝
の
衰
亡
を
詠
っ
た
詩
と
さ
れ
る
。
訳
は
、
福
島
吉
彦
著
『
詩
経
・
楚
辞』
(
鑑
賞
中
国
の
古
典
⑪
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
二
月)
に
よ
る
。
●
｢
言
之｣
一
文
『
毛
詩』
大
序
に
見
え
る
言
葉
。
●
杜
子
美
杜
甫
(
七
一
二
〜
七
七
〇)
、
字
は
子
美
。
盛
唐
の
詩
人
。
●
｢
國
破｣
四
句
杜
甫
の
五
言
律
詩
｢
春
望｣
の
前
半
。『
全
唐
詩』
巻
二
二
四
。
【
現
代
語
訳
】
『
詩
経』
の
詩
に
、｢
牝
羊
は
や
せ
て
首
あ
た
ま
ば
か
り
が
大
き
く
、
三
つ
星
は
筌
に
影
を
お
と
す｣
と
あ
る
。(
こ
れ
は
、
周
王
朝
が)
長
く
は
続
か
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
人
が
詩
を
作
る
際
に
は
、
意
味
は
言
外
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
人
に
悟
ら
せ
る
こ
と
を
尊
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、｢
こ
れ
(
詩)
を
言
う
者
に
は
罪
が
な
く
、
こ
れ
を
聞
く
者
は
戒
め
と
す
る
に
足
る｣
の
で
あ
る
。
近
世
の
詩
人
の
中
で
は
、
た
だ
杜
甫
だ
け
が
最
も
詩
人
と
し
て
の
体
を
得
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
｢
国
都
は
破
壊
さ
れ
た
が
、
山
河
は
も
と
の
ま
ま
で
あ
り
、
長
安
城
に
は
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ま
た
春
が
め
ぐ
っ
て
来
て
、
草
木
が
深
く
茂
っ
て
い
る
。
時
勢
に
感
じ
て
は
、
花
を
見
て
も
涙
を
そ
そ
ぎ
、
家
族
と
の
別
れ
を
恨
ん
で
は
、
鳥
の
声
を
聞
い
て
も
心
を
い
た
ま
せ
る｣
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。｢
山
河
は
も
と
の
ま
ま
で
あ
る｣
と
は
、
そ
れ
以
外
の
物
が
何
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。｢
草
木
が
深
く
茂
っ
て
い
る｣
と
は
、
人
が
ど
こ
に
も
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
花
や
鳥
は
、
平
時
に
は
楽
し
む
べ
き
物
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
て
は
泣
き
、
こ
れ
を
聞
い
て
は
悲
し
む
と
い
う
か
ら
に
は
、
ど
の
よ
う
な
時
勢
で
あ
る
か
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
他
の
詩
も
み
な
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
十
七
劉
概
字
孟
節
、
州
人
。
喜
爲
詩
、
慷
慨
有
氣
節
。
擧
進
士
及
第
、
爲
幕
僚
。
一
任
不
得
志
、
棄
官
隱
居
冶
原
山
＊
、
去
人
境
四
十
里
。
好
遊
山
、
常
獨
挈
飯
一

、
窮
探
幽
險
、
無
所
不
至
、
夜
則
宿
于
巖
石
之
下
、
或
累
日
乃
返
、
不
畏
虎
豹
蛇

。
富
丞
相
甚
禮
重
之
。
嘗
在
府
舎
西
軒
有
詩
云
、｢
昔
年
曽
作
瀟
湘
客
、
憔
悴
東
秦
歸
未
得
。
西
軒
忽
見
好
溪
山
、
如
何
尚
有
楚
郷
憶
。
讀
書
誤
人
四
十
年
、
有
時
醉
把
闌
干
拍｣
。
【
校
異
】
｢
冶
原｣
は
も
と
｢
野
原｣
に
作
る
が
、『

水
燕
談
録』
に
よ
っ
て
改
め
る
。
【
訓
読
】
劉
概
字
は
孟
節
、
青
州
の
人
な
り
。
喜この
み
て
詩
を
為つく
り
、
慷
慨
に
し
て
気
節
有
り
。
進
士
に
挙
げ
ら
れ
及
第
し
、
幕
僚
と
為
る
。
一
た
び
任
ぜ
ら
る
る
も
志
を
得
ず
、
官
を
棄
て
て
冶
原
山
に
隠
居
し
、
人
境
を
去
る
こ
と
四
十
里
。
山
に
遊
ぶ
を
好
み
、
常
に
独
り
飯
一

い
ち
お
う
を
挈
ひ
っ
さ
げ
、
幽
険
を
窮
探
し
、
至
ら
ざ
る
所
無
し
。
夜
に
は
則
ち
巖
石
の
下
に
宿
し
、
或
は
日
を
累
ね
て
乃
ち
返
り
、
虎
豹
蛇じゃ
き
を
畏
れ
ず
。
富
丞
相
甚
だ
礼
し
て
之
を
重
ん
ず
。
嘗
て
府
舎
の
西
軒
に
在
り
て
詩
有
り
て
云
は
く
、｢
昔
年
曽
て
瀟
湘
の
客
と
作
り
、
憔
悴
し
東
秦
帰
る
こ
と
未
だ
得
ず
。
西
軒
に
忽
ち
好
溪
山
を
見
れ
ば
、
如
何
ぞ
尚
ほ
楚
郷
の
憶
ひ
有
る
。
読
書
人
を
誤
る
こ
と
四
十
年
、
時
有
り
て
酔
ひ
て
闌
干
を
把と
り
て
拍う
つ｣
と
。
●
劉
概
生
没
年
不
詳
。『
宋
史』
に
は
伝
が
な
い
。『
全
宋
詩』
の
作
者
紹
介
に
よ
れ
ば
、
神
宗
の
元
豐
五
年
(
一
〇
八
二)
の
進
士
。
六
年
、
太
学
博
士
と
な
り
、
通
判

州
と
な
っ
た
。『
全
宋
詩』
巻
一
一
一
三
(
第
一
九
冊
一
二
六
二
三
頁)
に
、
詩
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
州
今
の
山
東
省
に
属
す
る
。『
全
宋
詩』
に
よ
れ
ば
、
劉
概
は
青
州
寿
州
の
人
。
●
冶
原
山
山
東
省
の
臨

県
に
あ
る
山
の
名
前
。
●
富
丞
相
北
宋
の
宰
相
で
あ
っ
た
富
弼
(
一
〇
〇
四
〜
一
〇
八
三)
の
こ
と
。
字
は
彦
國
、
河
南
洛
陽
の
人
。
諡
は
文
忠
。『
宋
史』
巻
三
一
三
に
伝
が
あ
る
。
●
有
詩
云
『
全
宋
詩』
は
、
題
を
｢
府
舎
西
軒
作｣
と
す
る
。
●
瀟
湘
古
の
楚
の
地
を
流
れ
る
川
の
名
前
。｢
瀟
水
と
湘
水｣
と
す
る
説
と
、｢
清
ら
か
な
湘
水｣
と
す
る
説
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
松
尾
幸
忠
論
文
｢
瀟
湘
考｣
(『
中
国
詩
文
論
叢』
第
十
四
集
、
中
国
詩
文
研
究
会
、
一
九
九
五
年)
参
照
。
●
東
秦
山
東
省
一
帯
を
さ
す
。
こ
こ
で
は
、
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劉
概
の
生
ま
れ
故
郷
の
青
州
を
さ
す
。
【
現
代
語
訳
】
劉
概
字
は
孟
節
、
青
州
の
人
で
あ
る
。
好
ん
で
詩
を
作
り
、
激
情
的
な
性
格
で
、
意
気
と
節
操
を
備
え
て
い
た
。
進
士
に
推
挙
さ
れ
て
合
格
し
、
幕
僚
と
な
っ
た
。
ひ
と
ま
ず
は
役
人
と
な
っ
た
が
志
を
得
ず
、
官
を
棄
て
て
冶
原
山
に
隠
居
し
た
。
そ
こ
は
人
里
を
離
れ
る
こ
と
四
十
里
で
あ
っ
た
。
山
歩
き
を
好
み
、
い
つ
も
一
人
で
一
か
め
の
弁
当
を
た
ず
さ
え
、
奥
深
い
険
し
い
場
所
を
く
ま
な
く
探
検
し
、
訪
ね
な
い
所
は
な
か
っ
た
。
夜
に
は
大
き
な
岩
の
下
で
野
宿
を
し
、
時
に
は
何
日
も
経
っ
て
か
ら
よ
う
や
く
帰
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
り
、
虎
や
豹
、
蛇
や
蝮
を
恐
れ
な
か
っ
た
。
丞
相
の
富
弼
は
彼
を
た
い
そ
う
礼
遇
し
て
重
ん
じ
た
。
劉
概
は
あ
る
時
、
官
舎
の
西
の
軒
で
、
次
の
よ
う
な
詩
を
作
っ
た
。｢
そ
の
昔
、
瀟
湘
の
地
を
旅
し
た
こ
と
が
あ
り
、
や
つ
れ
衰
え
て
故
郷
の
東
秦
に
ま
だ
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
今
こ
う
し
て
西
の
軒
で
ふ
と
美
し
い
山
水
を
目
に
す
る
と
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
な
お
も
楚
の
地
を
な
つ
か
し
む
気
持
ち
が
湧
き
起
こ
っ
て
来
る
。
学
問
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
、
四
十
年
も
の
人
生
を
無
駄
に
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
。
酒
に
酔
っ
て
は
手
す
り
を
た
た
く
ば
か
り
で
あ
る｣
。
十
八
唐
之
中
葉
、
文
章
特
盛
。
其
姓
名
湮
没
不
傳
于
世
者
甚
衆
。
如
河
中
府
鸛
雀
樓
有
王
之
渙
・
暢
諸
一
云
暢
當
詩
＊
、
暢
詩
曰
、
｢
迥
臨
飛
鳥
上
、
高
謝
世
人
間
。
天
勢
圍
平
野
、
河
流
入
斷
山｣
。
王
詩
曰
、｢
白
日
依
山
盡
、
黄
河
徹
海
流
。
欲
窮
千
里
目
、
更
上
一
層
樓｣
。
二
人
者
、
皆
當
時
賢
士
所
不
數
、
如
後
人
擅
詩
名
者
、
豈
能
及
之
哉
。
【
校
異
】
｢
渙｣
は
も
と
｢
美｣
に
作
る
が
、『
全
唐
詩』
に
よ
っ
て
改
め
る
。
【
訓
読
】
唐
の
中
葉
、
文
章
特
に
盛
ん
な
り
。
其
の
姓
名
の
湮
没
い
ん
ぼ
つ
し
て
世
に
伝
は
ら
ざ
る
者
甚
だ
衆おお
し
。
河
中
府
の
鸛
雀
楼
に
王
之
渙
・
暢
諸
(
一
に
暢
當
と
云
ふ)
の
詩
有
る
が
ご
と
し
。
暢
の
詩
に
曰
く
、｢
迥はる
か
に
飛
鳥
の
上
に
臨
み
、
高
く
世
人
の
間
を
謝
す
。
天
勢
平
野
を
囲
み
、
河
流
断
山
に
入
る｣
と
。
王
の
詩
に
曰
く
、｢
白
日
山
に
依
り
て
尽
き
、
黄
河
海
に
徹
し
て
流
る
。
千
里
の
目
を
窮
め
ん
と
欲
し
、
更
に
上
る
一
層
の
楼｣
と
。
二
人
は
、
皆
な
当
時
の
賢
士
の
数
へ
ざ
る
所
な
る
も
、
後
人
の
詩
名
を
擅
ほ
し
い
ま
まに
せ
し
者
の
ご
と
き
は
、
豈
に
能
く
之
に
及
ば
ん
や
。
●
鸛
雀
樓
山
西
省
永
済
県
の
西
南
に
あ
っ
た
楼
。
●
王
之
渙
『
旧
唐
書』
『
新
唐
書』
と
も
に
伝
が
な
い
。
并
州
の
人
。
玄
宗
の
天
宝
年
間
(
七
四
二
〜
七
五
五)
に
、
王
昌
齢
・
崔
国
輔
ら
と
唱
和
し
、
詩
名
が
あ
っ
た
。『
全
唐
詩』
巻
二
五
三
に
詩
六
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
暢
諸
『
新
唐
書』
巻
二
〇
〇
に
伝
が
あ
る
。『
全
唐
詩』
巻
二
八
七
に
詩
一
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
暢
詩
題
は
｢
登
鸛
雀
樓｣
。
た
だ
し
『
全
唐
詩』
で
は
暢
諸
の
兄
の
暢
当
の
作
と
し
て
、
巻
二
八
七
に
収
録
す
る
。『
全
唐
詩』
は
、｢
謝｣
を
｢
出｣
に
、｢
人｣
を
｢
塵｣
に
作
る
。
●
王
詩
題
は
｢
登
鸛
雀
樓｣
。『
全
唐
詩』
巻
二
五
三
。『
全
唐
詩』
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は
、｢
徹｣
を
｢
入｣
に
作
る
。
【
現
代
語
訳
】
唐
の
中
ご
ろ
、
詩
文
は
と
り
わ
け
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
姓
名
が
埋
没
し
て
世
に
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
者
は
、
大
変
多
い
。
た
と
え
ば
河
中
府
の
鸛
雀
楼
に
、
王
之
渙
・
暢
諸
(
一
説
に
暢
當
と
す
る)
の
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
暢
諸
の
詩
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
飛
ぶ
鳥
の
上
か
ら
は
る
か
に
眺
め
わ
た
し
、
高
く
登
っ
て
俗
世
間
を
離
れ
る
。
大
空
は
広
が
っ
て
平
野
を
と
り
囲
み
、
黄
河
は
二
つ
に
分
か
れ
た
山
の
間
に
流
れ
て
行
く｣
。
ま
た
王
之
渙
の
詩
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
白
く
輝
く
太
陽
は
山
に
寄
り
添
う
よ
う
に
沈
ん
で
行
き
、
黄
河
は
海
を
め
ざ
し
て
ま
っ
す
ぐ
に
流
れ
て
行
く
。
私
は
は
る
か
千
里
の
彼
方
ま
で
見
極
め
よ
う
と
思
い
、
更
に
こ
の
楼
の
上
の
階
へ
と
登
っ
て
行
く｣
。
こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
、
当
時
の
賢
人
が
詩
人
と
し
て
数
え
て
い
な
い
者
た
ち
で
は
あ
る
が
、
後
世
の
人
間
で
詩
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
者
な
ど
は
、
と
て
も
彼
ら
に
は
及
ぶ
ま
い
。
十
九
陳
亞
郎
中
性
滑
稽
、
嘗
爲
｢
藥
名
詩｣
百
首
。
其
美
者
有
｢
風
雨
前
湖
夜
、
軒
窗
半
夏
涼｣
、
不
失
詩
家
之
體
。
其
鄙
者
有
｢
贈
乞
雨
自
曝
僧｣
云
、｢
不
雨
若
令
過
半
夏
、
定
應

作
胡
蘆
巴｣
。
又
詠
上
元
夜
遊
人
云
、｢
但
看
車
前
牛
領
上
、
十
家
皮
没
五
家
皮｣
。
蔡
君
謨
嘗
嘲
之
曰
、｢
陳
亞
有
心
終
是
惡｣
。
亞
應
聲
曰
、
｢
蔡
襄
除
口
便
成
衰｣
。
【
訓
読
】
陳
亜
郎
中
性
滑
稽
に
し
て
、
嘗
て
｢
薬
名
詩｣
百
首
を
為
る
。
其
の
美
な
る
者
に
、｢
風
雨
前
湖
の
夜
、
軒
窓
半
夏
の
涼｣
な
る
も
の
有
り
、
詩
家
の
体
を
失
は
ず
。
其
の
鄙
な
る
者
に
、｢
雨
を
乞
ひ
自
ら
曝
す
僧
に
贈
る｣
な
る
も
の
有
り
て
云
は
く
、｢
雨
ふ
ら
ず
し
て
若
令
も
し
半
夏
を
過
ぐ
れ
ば
、
定
応
さ
だ
め
て
ほ
さ
れ
て
胡
蘆
巴
と
作な
る
べ
し｣
と
。
又
た
上
元
の
夜
に
遊
ぶ
人
を
詠
じ
て
云
は
く
、｢
但
だ
看
る
車
前
牛
領
の
上
、
十
家
の
皮
の
う
ち
五
家
の
皮
没な
き
を｣
と
。
蔡
君
謨
嘗
て
之
を
嘲
り
て
曰
く
、｢
陳
亜
心
有
れ
ば
終
に
是
れ
悪
な
り｣
と
。
亜
声
に
応
じ
て
曰
く
、｢
蔡
襄
口
を
除
け
ば
便
ち
衰
と
成
る｣
と
。
●
陳
亞
郎
中
陳
亜
、
字
は
亜
之
、
維
揚
(
江
蘇
省
揚
州)
の
人
。
咸
平
五
年
(
一
〇
〇
二)
の
進
士
。
宋
の
呉
処
厚
の
『
青
箱
雑
記』
巻
一
に
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
●
藥
名
詩
六
朝
時
代
の
文
学
サ
ロ
ン
に
お
け
る
遊
戯
文
学
と
し
て
誕
生
し
た
も
の
。
詩
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
薬
の
名
前
を
詠
み
込
ん
だ
詩
。
陳
亜
の
｢
薬
名
詩｣
は
、
今
日
そ
の
大
半
が
失
わ
れ
て
お
り
、
司
馬
光
の
詩
話
及
び
清
の

人
穫
の
『
堅
瓠
集』
甲
集
巻
一
に
、
最
も
人
口
に
膾
炙
し
た
と
い
う
一
首
と
、
断
片
の
四
聯
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
田
中
謙
二
著
作
集』
(
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月)
第
二
巻
所
収
の
論
文
｢
薬
名
詩
の
系
譜｣
参
照
。
●｢
風
雨｣
二
句
｢
前
湖
(
前
の
湖)｣
は
、
薬
草
の
名
前
の
｢
前
胡｣
と
、
ま
た
｢
半
夏
(
夏
半
ば)｣
は
、
薬
草
の
名
前
の
｢
半
夏｣
と
、
そ
れ
ぞ
れ
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
●｢
不
雨｣
二
句
｢
若
令｣
は
、
二
文
字
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で｢
も
し
も｣
の
意
。｢
半
夏｣
は
前
出
。｢
胡
蘆
巴｣
は
薬
草
の
名
前
で
、
こ
こ
で
は
、｢
瓢
箪
が
ひ
か
ら
び
る｣
と
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。｢
胡
蘆｣
は
ひ
ょ
う
た
ん
、｢
巴｣
は
ひ
か
ら
び
る
。
南
宋
の
洪
邁
の
『
夷
堅
志』
支
景
巻
四
｢
趙
葫
蘆｣
の
項
参
照
。
●
詠
上
元
夜
遊
人
『
全
宋
詩』
巻
一
一
三
(
第
二
冊
一
三
〇
四
頁)
。
前
頁
｢
薬
名
詩｣
注
所
掲
の
田
中
謙
二
論
文
｢
薬
名
詩
の
系
譜｣
に
よ
れ
ば
、
陳
亜
が
祥
符
県
(
河
南
省
開
封)
の
令
だ
っ
た
こ
ろ
、
な
じ
み
の
仲
間
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
彼
に
頼
ん
で
牛
馬
を
借
り
た
の
で
、
迷
惑
の
あ
ま
り
作
っ
た
詩
で
あ
る
と
い
う
。
●
｢
但
看｣
二
句
｢
車
前
(
車
の
前)｣
は
、
薬
草
の
名
前
の
｢
車
前
子｣
と
、
ま
た
｢
牛
領
(
牛
の
首)｣
は
、
薬
草
の
名
前
の
｢
牛
領
藤｣
と
、
そ
れ
ぞ
れ
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
●
蔡
君
謨
蔡
襄
(
一
〇
一
二
〜
一
〇
六
七)
、
字
は
君
謨
、
興
化
仙
遊
(
今
の
福
建
省
に
属
す
る)
の
人
。
『
宋
史』
巻
三
二
〇
に
伝
が
あ
る
。『
全
宋
詩』
巻
三
八
五
(
第
七
冊
四
七
四
五
頁)
に
、
詩
九
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
書
の
面
で
は
、
蘇
軾
・
黄
庭
堅
・
米

と
並
ん
で
、｢
宋
四
家｣
と
称
さ
れ
る
。
●
｢
陳
亞｣
句
｢
亞｣
の
字
の
下
に
｢
心｣
の
字
を
付
け
加
え
る
と
、｢
惡｣
の
字
に
な
る
、
と
い
う
文
字
の
遊
び
。『
全
宋
詩』
巻
三
九
三
(
第
七
冊
四
八
三
四
頁)
。
●
｢
蔡
襄｣
句
｢
襄｣
の
字
か
ら
｢
口｣
の
字
を
取
り
除
く
と
、｢
衰｣
の
字
に
な
る
、
と
い
う
文
字
の
遊
び
。『
全
宋
詩』
巻
一
一
三
(
第
二
冊
一
三
〇
六
頁)
。
た
だ
し
『
全
宋
詩』
は
、｢
除｣
を
｢
無｣
に
作
る
。
両
者
の
句
は
、
即
興
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
仄
も
合
っ
て
お
り
、
き
ち
ん
と
し
た
七
言
の
対
句
に
な
っ
て
い
る
。
宋
の
阮
閲
の
『
詩
話
総
亀』
前
集
巻
四
十
｢
諧
謔
門
上｣
に
よ
れ
ば
、
陳
亜
が
あ
る
時
蔡
君
謨
と
金
山
の
僧
舎
で
出
会
い
、
酒
が
た
け
な
わ
に
な
っ
た
時
に
、
蔡
君
謨
が
｢
陳
亞｣
云
々
の
句
を
屏
風
に
書
き
付
け
、
陳
亜
も
す
ぐ
に
筆
を
求
め
て
｢
蔡
襄｣
云
々
と
応
じ
た
の
だ
と
い
う
。
【
現
代
語
訳
】
郎
中
の
陳
亜
は
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
性
格
で
、
か
つ
て
｢
薬
名
詩｣
百
首
を
作
っ
た
。
そ
の
優
美
な
も
の
に
は
、｢
眼
前
の
湖
に
、
風
が
吹
き
雨
が
降
る
夜
。
窓
辺
に
は
、
夏
半
ば
過
ぎ
の
涼
し
さ｣
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
詩
人
ら
し
い
風
雅
な
趣
を
失
っ
て
い
な
い
。
そ
の
卑
俗
な
も
の
に
は
、
｢
雨
乞
い
を
し
て
自
分
の
身
体
を
日
に
さ
ら
す
僧
に
贈
る｣
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、｢
も
し
も
雨
が
降
ら
ず
に
夏
半
ば
を
過
ぎ
れ
ば
、
き
っ
と
日
干
し
に
な
っ
て
ひ
か
ら
び
た
瓢
箪
の
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う｣
と
詠
っ
て
い
る
。
ま
た
上
元
節
の
夜
に
遊
楽
す
る
人
々
を
詠
っ
て
、｢
た
だ
車
を
牽
い
て
い
る
牛
の
首
を
見
れ
ば
、
十
頭
の
皮
の
う
ち
五
頭
の
皮
が
擦
り
切
れ
て
な
く
な
っ
て
い
る｣
と
詠
っ
て
い
る
。
蔡
君
謨
が
あ
る
時
彼
を
か
ら
か
っ
て
、｢
陳
亜
に
も
し
心
が
あ
れ
ば
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
悪
で
あ
る｣
と
詠
っ
た
。
陳
亜
は
す
ぐ
さ
ま
言
い
返
し
て
、｢
蔡
襄
か
ら
口
を
取
れ
ば
、
す
な
わ
ち
衰
と
な
る｣
と
詠
っ
た
。
二
十
楊
朴
字
契
玄
、
鄭
州
人
、
善
爲
詩
、
不
仕
。
少
時
嘗
與
畢
相
同
學
、
畢
薦
之
、
太
宗
召
見
、
面
賦
｢
蓑
衣｣
詩
云
、｢
狂
脱
酒
家
春
醉
後
、
亂
堆
漁
舍
晩
晴
時｣
。
除
官
不
受
、
聽
歸
山
、
以
其
子
從
政
爲
長
水
尉
。
朴
嘗
爲
｢
七
夕｣
詩
云
、｢
年
年
乞
與
人
間
巧
、
不
道
人
間
巧
已
多｣
。
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【
訓
読
】
楊
朴
字
は
契
玄
、
鄭
州
の
人
な
り
。
善
く
詩
を
為
り
、
仕
へ
ず
。
少
き
時
嘗
て
畢
相
と
同とも
に
学
ぶ
。
畢
之
を
薦
め
、
太
宗
召
見
す
。
面
し
て
｢
蓑
衣｣
詩
を
賦
し
て
云
は
く
、｢
狂
脱
す
酒
家
春
酔
の
後
、
乱
堆
す
漁
舍
晩
晴
の
時｣
と
。
官
に
除
せ
ら
る
る
も
受
け
ず
、
山
に
帰
り
、
其
の
子
従
政
を
以
て
長
水
の
尉
と
為
す
を
聴ゆる
さ
る
。
朴
嘗
て
｢
七
夕｣
詩
を
為
り
て
云
は
く
、｢
年
年
乞
は
れ
て
与
ふ
人
間
の
巧
、
道おも
は
ず
人
間
巧
已
に
多
き
を｣
と
。
●
楊
朴
『
宋
史』
に
は
伝
が
な
い
。
●
鄭
州
今
の
河
南
省
に
属
す
る
。
●
畢
相
畢
士
安
、
字
は
仁
叟
。『
宋
史』
巻
二
八
一
に
伝
が
あ
る
。
●
太
宗
北
宋
の
第
二
代
皇
帝
。
在
位
九
七
六
〜
九
九
七
。
●
蓑
衣
詩
七
言
律
詩
。『
瀛
奎
律
髓』
巻
二
十
七
｢
着
題
類｣
、『
全
宋
詩』
巻
二
一
(
第
一
冊
三
〇
〇
頁)
に
収
録
。
た
だ
し
『
瀛
奎
律
髓』
『
全
宋
詩』
は
、
共
に
詩
題
を
｢
莎
衣｣
に
作
る
。
莎
衣
は
布
衣
の
意
で
、
官
職
に
就
か
な
い
こ
と
を
表
す
。
●
長
水
唐
代
に
置
か
れ
た
河
南
府
の
県
名
。
●
七
夕
詩
七
言
絶
句
。『
千
家
詩』
巻
四
、『
全
宋
詩』
巻
二
一
(
第
一
冊
二
九
九
頁)
に
収
録
。
●
｢
年
年｣
句
七
夕
の
時
に
、
針
仕
事
が
上
達
す
る
こ
と
を
祈
る
習
慣
が
あ
り
、
こ
れ
を
｢
乞
巧｣
と
呼
ん
だ
。
【
現
代
語
訳
】
楊
朴
、
字
は
契
玄
、
鄭
州
の
人
で
あ
る
。
詩
を
作
る
の
が
上
手
で
、
仕
官
し
な
か
っ
た
。
若
い
頃
、
後
に
宰
相
と
な
っ
た
畢
士
安
と
一
緒
に
学
ん
だ
。
畢
士
安
は
彼
を
推
薦
し
、
太
宗
は
彼
を
召
見
し
た
。
そ
の
面
前
で
｢
蓑
衣｣
詩
を
賦
し
て
、｢
乱
暴
に
衣
を
脱
ぎ
捨
て
、
春
の
酒
場
で
酒
に
酔
っ
た
後
、
夕
晴
れ
の
中
、
漁
舍
に
帰
り
、
蓑
を
乱
雑
に
放
っ
て
お
く｣
と
詠
っ
た
。
役
人
に
任
命
さ
れ
た
が
受
け
ず
、
故
郷
の
山
に
帰
り
、
そ
の
子
の
楊
従
政
を
長
水
の
尉
と
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
楊
朴
は
あ
る
時
｢
七
夕｣
詩
を
作
り
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
毎
年
毎
年
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
、
人
の
世
に
針
仕
事
の
巧
み
さ
を
与
え
て
い
る
が
、
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
、
人
の
世
に
は
す
で
に
こ
ん
な
に
巧
み
さ
が
多
い
と
は｣
。
二
十
一
劉
子
儀
與
夏
英
公
同
在
翰
林
、
子
儀
素
爲
先
達
。
章
獻
臨
朝
時
、
子
儀
主
文
、
在
貢
院
、
聞
英
公
爲
樞
密
副
使
、
意
頗
不
平
、
作
｢

子｣
詩
云
、｢
空
呈
厚
貌
臨
官
道
、
大
有
人
從
捷
逕
過｣
。
先
朝
春
月
、
多
召
兩
府
・
兩
制
・
三
館
于
後
苑
賞
花
・
釣
魚
・
賦
詩
。
自
趙
元
昊
背
誕
、
西
陲
用
兵
、
廢
缺
甚
久
。
嘉
祐
末
、
仁
宗
始
復
修
故
事
、
羣
臣
和
御
製
詩
。
是
日
、
微
陰
寒
、
韓
魏
公
時
爲
首
相
、
詩
卒
章
云
、｢
輕
雲
閣
雨
迎
天
仗
、
寒
色
留
春
入
壽
杯
。
二
十
年
前
曾
侍
宴
、
台
司
今
日
喜
重
陪｣
。
時
内
侍
都
知
任
守
忠
、
嘗
以
滑
稽
侍
上
、
從
容
言
曰
、｢
韓
詩
譏
陛
下｣
。
上
愕
然
、
問
其
故
。
守
忠
曰
、｢
譏
陛
下
游
宴
太
頻｣
。
上
爲
之
笑
。
【
訓
読
】
劉
子
儀
夏
英
公
と
同
に
翰
林
に
在
り
、
子
儀
素
よ
り
先
達
た
り
。
章
献
朝
に
臨
み
し
時
、
子
儀
主
文
た
り
。
貢
院
に
在
り
て
、
英
公
の
枢
密
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副
使
と
為
る
を
聞
き
、
意
頗
る
平
ら
か
な
ら
ず
、｢

子｣
の
詩
を
作
り
て
云
は
く
、｢
空
し
く
厚
貌
を
呈
し
て
官
道
に
臨
み
、
大
い
に
人
の
捷
逕
よ
り
過
ぐ
る
有
り｣
と
。
先
朝
春
月
、
多
く
両
府
・
両
制
・
三
館
を
後
苑
に
召
し
て
、
花
を
賞
し
、
魚
を
釣
り
、
詩
を
賦
せ
し
む
。
趙
元
昊
背
誕
し
、
西
陲
に
て
兵
を
用
ひ
し
よ
り
、
廃
缺
す
る
こ
と
甚
だ
久
し
。
嘉
祐
の
末
、
仁
宗
始
め
て
復
た
故
事
を
修
め
、
群
臣
御
製
の
詩
に
和
す
。
是
の
日
、
微
か
に
陰
寒
た
り
。
韓
魏
公
時
に
首
相
た
り
、
詩
の
卒
章
に
云
は
く
、｢
軽
雲
雨
を
閣とど
め
て
天
仗
を
迎
へ
、
寒
色
春
を
留
め
て
寿
杯
に
入
る
。
二
十
年
前
曽
て
宴
に
侍
し
、
台
司
今
日
重
ね
て
陪
す
る
を
喜
ぶ｣
と
。
時
に
内
侍
都
知
の
任
守
忠
、
嘗
て
滑
稽
を
以
て
上
に
侍
り
、
従
容
と
し
て
言
ひ
て
曰
く
、
｢
韓
の
詩
陛
下
を
譏
る｣
と
。
上
愕
然
と
し
て
、
其
の
故
を
問
ふ
。
守
忠
曰
く
、｢
陛
下
の
游
宴
太
は
な
は
だ
頻
り
な
る
を
譏
る
な
り｣
と
。
上
之
が
為
に
笑
ふ
。
●
劉
子
儀
劉

、
字
は
子
儀
。
大
名
の
人
。『
宋
史』
巻
三
〇
五
に
伝
が
あ
る
。
仁
宗
が
即
位
す
る
と
、
給
事
中
と
な
り
、
ま
た
召
さ
れ
て
翰
林
学
士
と
な
っ
た
。
●
夏
英
公
夏
竦
、
字
は
子
喬
、
江
州
徳
安
の
人
。
英
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
宋
史』
巻
二
八
三
に
伝
が
あ
る
。
●
翰
林
翰
林
院
。
●
章
獻
章
献
太
后
。
第
十
四
節
の
注
を
参
照
。
●
主
文
科
挙
の
試
験
官
。
●
貢
院
科
挙
の
会
試
と
郷
試
の
試
験
場
。
●
樞
密
副
使
枢
密
院
の
副
長
官
。
●｢

子｣
詩

子
は
、
一
里
塚
の
意
。『
全
宋
詩』
巻
一
一
二
(
第
二
冊
一
二
八
八
頁)
に
、｢
句｣
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
全
宋
詩』
は
、
宋
の
阮
閲
の
『
詩
話
総
亀』
前
集
巻
四
四
所
引
の
『
閑
居
詩
話』
を
出
典
と
し
、｢
大｣
を
｢
更｣
に
作
る
。
●
先
朝
仁
宗
の
先
代
の
真
宗
(
在
位
九
九
七
〜
一
〇
二
二)
の
時
代
。
●
兩
府
内
政
を
掌
る
中
書
省
と
、
軍
政
・
兵
事
を
掌
る
枢
密
院
。
●
兩
制
内
制
・
外
制
の
二
官
。
内
制
は
翰
林
学
士
の
こ
と
で
、
制
誥
の
文
を
掌
る
。
外
制
は
中
書
舎
人
知
制
誥
の
こ
と
で
、
軍
政
を
掌
る
。
●
三
館
各
種
の
文
書
を
掌
る
三
つ
の
館
の
総
称
。
史
館
・
昭
文
館
・
集
賢
院
を
さ
す
。
●
後
苑
後
宮
の
庭
園
。
●
趙
元
昊
西
夏
の
景
宗
。
在
位
一
〇
三
四
〜
一
〇
四
八
。
●
背
誕
そ
む
い
て
反
乱
を
起
こ
す
。
趙
元
昊
は
仁
宗
の
宝
元
元
年
(
一
〇
三
八)
十
二
月
に
反
乱
を
起
こ
し
た
。
●
嘉
祐
北
宋
の
第
四
代
皇
帝
仁
宗
の
年
号
。
一
〇
五
六
〜
一
〇
六
三
。
仁
宗
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
節
の
注
を
参
照
。
●
韓
魏
公
北
宋
の
名
臣
で
あ
る
韓
(
一
〇
〇
八
〜
一
〇
七
五)
の
こ
と
。
字
は
稚
圭
、
み
ず
か
ら

叟
か
ん
そ
う
と
号
す
る
。
安
陽
(
今
の
河
南
省
安
陽)
の
人
。
枢
密
副
使
、
同
中
書
門
下
平
章
事
な
ど
を
歴
任
し
、
魏
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
『
宋
史』
巻
三
一
二
に
伝
が
あ
る
。
●｢
輕
雲｣
四
句
詩
題
は
、｢
御
製
後
苑
賞
花
釣
魚
奉
聖
旨
次
韻｣
。
七
言
律
詩
の
頷
聯
と
尾
聯
。『
全
宋
詩』
巻
三
二
六
(
第
六
冊
四
〇
三
九
頁)
、『
安
陽
集』
巻
九
に
収
録
。
前
半
二
句
、『
全
宋
詩』
は
｢
雲｣
を
｢
陰｣
に
、｢
仗｣
を
｢
歩｣
に
、｢
入｣
を
｢
送｣
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
後
半
二
句
、『
全
宋
詩』
は
｢
曽
參
二
十
年
前
會
、
今
備
台
司
得
再
陪｣
に
作
る
。
●
閣
雨
雨
を
留
め
て
も
ら
さ
な
い
。
●
台
司
三
公
の
地
位
。
こ
こ
で
は
首
相
を
さ
す
。
●
任
守
忠
『
宋
史』
巻
二
二
七
｢
宦
者
伝｣
に
よ
れ
ば
、
任
守
忠
は
虚
妄
の
言
説
に
よ
っ
て
仁
宗
と
英
宗
を
離
間
し
た
。
知
諌
院
の
職
務
に
あ
っ
た
司
馬
光
は
、
彼
の
罪
を
責
め
て
｢
國
之
大
賊
、
民
之
巨
蠧｣
と
言
い
、
都
の
市
場
で
斬
罪
に
処
す
る
よ
う
に
請
願
し
て
い
る
。
な
お
任
守
忠
の
官
職
は
、
こ
こ
で
は
内
侍
都
知
と
な
っ
て
い
る
が
、『
宋
史』
の
伝
で
は
内
侍
副
都
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知
と
す
る
。
【
現
代
語
訳
】
劉
子
儀
は
、
夏
英
公
と
一
緒
に
翰
林
院
に
勤
め
て
お
り
、
劉
子
儀
は
も
と
も
と
先
輩
で
あ
っ
た
。
章
献
太
后
が
朝
廷
に
臨
ん
で
政
治
を
行
っ
て
い
た
時
、
劉
子
儀
は
科
挙
の
試
験
官
を
し
て
い
た
。
科
挙
の
試
験
場
で
、
夏
英
公
が
枢
密
副
使
と
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
心
中
は
な
は
だ
穏
や
か
な
ら
ず
、
そ
こ
で
｢

子｣
の
詩
を
作
っ
て
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
恭
し
い
顔
つ
き
で
役
人
づ
と
め
に
励
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
も
空
し
い
こ
と
だ
っ
た
。
何
と
、
近
道
を
通
り
抜
け
て
行
っ
た
者
が
い
る｣
。
先
代
の
真
宗
朝
で
は
、
春
の
季
節
に
、
し
ば
し
ば
両
府
・
両
制
・
三
館
の
役
人
た
ち
を
後
宮
の
庭
園
に
招
き
、
花
を
め
で
、
魚
を
釣
り
、
詩
を
賦
さ
せ
た
。
趙
元
昊
が
謀
反
を
起
こ
し
、
西
の
辺
境
で
軍
事
行
動
を
起
こ
し
て
以
来
、
こ
の
催
し
は
長
い
間
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
嘉
祐
年
間
の
末
に
、
仁
宗
は
よ
う
や
く
昔
の
風
習
を
復
活
さ
せ
、
群
臣
た
ち
は
御
製
の
詩
に
唱
和
し
た
。
こ
の
日
、
か
す
か
に
空
が
曇
り
肌
寒
か
っ
た
。
韓
魏
公
は
そ
の
時
に
首
相
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
作
っ
た
詩
の
終
章
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
軽
や
か
な
雲
が
雨
を
さ
え
ぎ
っ
て
天
子
様
の
儀
仗
を
出
迎
え
、
肌
寒
い
空
模
様
が
春
の
気
配
を
留
め
て
お
祝
い
の
杯
に
入
り
込
む
。
私
は
二
十
年
前
に
宴
会
に
侍
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
宰
相
と
し
て
今
日
再
び
陪
席
で
き
ま
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
り
ま
す｣
。
当
時
内
侍
都
知
の
任
守
忠
は
、
滑
稽
の
才
に
よ
っ
て
仁
宗
の
そ
ば
近
く
に
侍
っ
て
い
た
が
、
改
ま
っ
た
様
子
で
、｢
韓
の
詩
は
、
陛
下
を
そ
し
っ
て
お
り
ま
す｣
と
申
し
上
げ
た
。
仁
宗
は
び
っ
く
り
し
て
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
。
守
忠
は
、｢
陛
下
の
遊
宴
が
あ
ま
り
に
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
そ
し
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す｣
と
答
え
た
。
仁
宗
は
、
こ
の
た
め
に
お
笑
い
に
な
っ
た
。
二
十
二
熙
寧
初
、
魏
公
罷
相
、
留
守
北
京
、
新
進
多
陵
慢
之
。
魏
公
鬱
鬱
不
得
志
、
嘗
爲
詩
云
、｢
花
去
曉
叢
蜂
蝶
亂
、
雨
春
圃
桔
槹
｣
。
時
人
稱
其
微
婉
。
【
訓
読
】
熙
寧
の
初
め
、
魏
公
相
を
罷
め
、
北
京
に
留
守
た
り
、
新
進
多
く
之
を
陵
慢
す
。
魏
公
鬱
鬱
と
し
て
志
を
得
ず
、
嘗
て
詩
を
為
り
て
云
は
く
、
｢
花
は
暁
叢
を
去
り
て
蜂
蝶
乱
れ
、
雨
は
春
圃
に 

く
し
て
桔
槹
閑
な
り｣
と
。
時
人
其
の
微
婉
を
称たた
ふ
。
●
熙
寧
神
宗
の
年
号
。
一
〇
六
八
〜
一
〇
七
七
。
●
魏
公
韓
の
こ
と
。
第
二
十
一
節
の
注
を
参
照
。
●
留
守
官
名
。
宋
代
に
は
西
京
・
南
京
・
北
京
の
三
京
を
置
き
、
親
王
や
大
臣
を
こ
こ
に
置
い
て
畿
内
の
行
政
長
官
と
し
た
。
●
北
京
大
名
府
。
今
の
河
北
省
大
名
県
。『
宋
史』
巻
三
一
二
｢
韓
伝｣
に
よ
れ
ば
、
韓
が
大
名
府
に
移
っ
た
の
は
、
熙
寧
元
年
(
一
〇
六
八)
の
こ
と
で
あ
る
。
●｢
花
去｣
二
句
詩
題
は
｢
登
廣
教
院
閣｣
、
七
言
律
詩
の
頸
聯
。『
全
宋
詩』
巻
三
二
八
(
第
六
冊
四
〇
五
四
頁)
に
収
録
。『
全
宋
詩』
は
、｢
曉｣
を
｢
春｣
に
、｢
蜂｣
を
｢
蝴｣
に
、｢
春｣
を
｢
朝｣
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
●
微
婉
微
妙
で
婉
曲
な
表
現
の
中
に
、
諷
刺
を
含
ん
で
い
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
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分
を
花
と
は
ね
つ
る
べ
に
、｢
新
進｣
を
蜂
・
蝶
と
雨
に
、
そ
れ
ぞ
れ
た
と
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
【
現
代
語
訳
】
熙
寧
年
間
の
初
め
頃
、
魏
公
の
韓
は
宰
相
を
や
め
、
北
京
留
守
と
な
っ
た
。
新
進
の
役
人
た
ち
は
、
そ
の
多
く
が
彼
を
軽
侮
し
た
。
韓
は
鬱
々
と
し
て
志
を
得
ず
、
あ
る
時
詩
を
作
っ
て
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
花
は
明
け
方
の
草
む
ら
か
ら
姿
を
消
し
去
り
、
蜂
や
蝶
が
乱
れ
飛
ぶ
。
雨
は
春
の
田
圃
に
あ
ま
ね
く
降
り
注
ぎ
、
は
ね
つ
る
べ
は
使
わ
れ
る
こ
と
な
く
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る｣
。
当
時
の
人
た
ち
は
、
そ
の
表
現
が
微
妙
か
つ
婉
曲
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ほ
め
称
え
た
。
二
十
三
元
豐
初
、
宦
者
王
紳
、
效
王
建
作
宮
詞
百
首
、
獻
之
、
頗
有
意
思
。
其
太
皇
太
后
生
日
詩
云
、｢
太
皇
生
日
最
尊
榮
、
獻
壽
宮
中
未
五
更
。
天
子
捧
觴
仍
再
拜
、
寶
慈
侍
立
到
天
明｣
。
寶
慈
、
皇
太
后
宮
名
也
。
太
后
幸
景
靈
宮
、
駕
前
露
面
雙
童
女
詩
曰
、｢
平
明
彩
仗
幸
琳
宮
、
紫
府
仙
童
下
九
重
。
整
頓
瓏

時
駐
馬
、
畫
工
暗
地
貌
真
容｣
。
【
訓
読
】
元
豊
の
初
め
、
宦
者
の
王
紳
、
王
建
に
倣
ひ
て
宮
詞
百
首
を
作
り
、
之
を
献
ず
る
に
、
頗
る
意
思
有
り
。
其
の
｢
太
皇
太
后
の
生
日｣
の
詩
に
云
は
く
、｢
太
皇
の
生
日
最
も
尊
栄
な
り
、
寿
を
宮
中
に
献
じ
未
だ
五
更
な
ら
ず
。
天
子
觴
を
捧
じ
て
仍
ほ
も
再
拜
し
、
宝
慈
侍
立
し
て
天
明
に
到
る｣
と
。
宝
慈
は
、
皇
太
后
の
宮
名
な
り
。
太
后
景
霊
宮
に
幸
じ
、｢
駕
前
に
て
面
を
露
は
す
双
童
女｣
の
詩
に
曰
く
、｢
平
明
彩
仗
琳
宮
に
幸
じ
、
紫
府
の
仙
童
九
重
に
下
る
。
整
頓
瓏

と
し
て
時
に
馬
を
駐
め
、
画
工
暗
地
ひ
そ
か
に
真
容
を
貌
か
た
ど
る｣
と
。
●
元
豐
神
宗
の
年
号
。
一
〇
七
八
〜
一
〇
八
五
。
●
王
紳
神
宗
の
時
代
の
宦
官
。『
全
宋
詩』
巻
一
〇
五
二
(
第
十
八
冊
一
二
〇
五
五
頁)
に
、
詩
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
王
建
中
唐
の
詩
人
。
韓
愈
に
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
同
じ
く
韓
愈
門
下
の
張
籍
と
と
も
に
新
楽
府
運
動
を
推
進
し
た
。
ま
た
、｢
宮
詞
百
首｣
の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
●
宮
詞
百
首
王
建
の
代
表
作
。
七
言
絶
句
の
連
作
で
、
宮
中
の
生
活
を
詠
っ
た
も
の
。『
全
唐
詩』
巻
三
〇
二
に
収
録
。
●
｢
太
皇
太
后
生
日｣
詩
『
全
宋
詩』
巻
一
〇
五
二
(
第
十
八
冊
一
二
〇
五
五
頁)
。
●
寶
慈
『
全
宋
詩』
で
は
、
詩
の
原
注
と
し
て
、｢
寶
慈
、
皇
太
后
宮
名｣
と
あ
る
。
●
太
皇
太
后
英
宗
の
宣
仁
聖
烈
高
皇
后
。
哲
宗
が
即
位
す
る
と
、
太
皇
太
后
と
尊
称
さ
れ
た
。『
宋
史』
巻
二
四
二
｢
皇
后
伝
上｣
。
●
景
靈
宮
宮
殿
の
名
前
。
真
宗
の
大
中
祥
符
五
年
(
一
〇
一
二)
十
二
月
、
宋
の
王
室
の
祖
先
を
祀
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。
真
宗
・
仁
宗
・
英
宗
の
肖
像
画
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
●｢
駕
前
露
面
雙
童
女｣
詩
『
全
宋
詩』
は
、
詩
題
を
｢
太
后
幸
景
靈
宮
駕
前
露
面
雙
童
女｣
に
作
り
、｢
彩
仗｣
を
｢
綵
杖｣
に
作
る
。
●
琳
宮
宮
廷
の
美
称
。
●
紫
府
道
教
で
は
、
仙
人
の
居
所
を
言
う
。
こ
こ
で
は
転
じ
て
皇
太
后
の
宮
殿
の
美
称
。
●
瓏

馬
具
の
鳴
る
音
の
形
容
。
●
暗
地
ひ
そ
か
に
。
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【
現
代
語
訳
】
元
豊
年
間
の
初
め
、
宦
官
の
王
紳
が
、
王
建
に
倣
っ
て
｢
宮
詞｣
百
首
を
作
り
、
こ
れ
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
趣
が
あ
っ
た
。
そ
の
｢
太
皇
太
后
の
誕
生
日｣
の
詩
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
太
皇
太
后
様
の
御
誕
生
日
は
、
最
も
尊
貴
で
栄
光
に
満
ち
て
い
る
。
宮
中
で
長
寿
の
御
祝
い
の
儀
式
を
行
い
、
ま
だ
夜
明
け
に
は
な
ら
な
い
。
天
子
様
は
杯
を
捧
げ
持
っ
て
な
お
も
再
拜
し
、
宝
慈
宮
の
女
官
た
ち
は
お
そ
ば
近
く
に
控
え
て
立
ち
、
夜
明
け
に
至
る｣
。
宝
慈
は
、
太
皇
太
后
の
宮
殿
の
名
前
で
あ
る
。
太
皇
太
后
が
景
霊
宮
に
行
幸
し
た
時
、｢
御
車
の
前
で
顔
を
あ
ら
わ
に
す
る
二
人
の
童
女｣
の
詩
を
作
り
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
夜
明
け
に
太
皇
太
后
様
の
は
な
や
か
な
行
列
が
景
霊
宮
に
行
幸
し
、
天
界
の
仙
童
た
ち
が
九
重
に
舞
い
降
り
て
来
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
整
然
と
し
た
行
列
、
美
し
く
鳴
り
響
く
馬
具
の
音
、
馬
は
時
折
り
歩
み
を
止
め
、
絵
描
き
は
ひ
そ
か
に
そ
の
姿
を
描
き
と
め
る｣
。
二
十
四
歐
陽
公
云
、
九
僧
詩
集
已
亡
。
元
豐
元
年
秋
、
余
遊
萬
安
山
玉
泉
寺
、
于
進
士
閔
交
如
舎
得
之
。
所
謂
九
詩
僧
者
、
劍
南
希
晝
・
金
華
保
暹
・
南
越
文
兆
・
天
台
行
肇
・
沃
州
簡
長
・
貴
城
惟
鳳
・
淮
南
惠
崇
・
江
南
宇
昭
・
峩
眉
懷
古
也
。
直
昭
文
館
陳
充
集
而
序
之
。
其
美
者
亦
止
于
世
人
所
稱
數
聯
耳
。
交
如
好
治
經
、
所
爲
奇
僻
、
自
謂
得
聖
人
微
旨
、
先
儒
所
不
能
到
。
貧
無
妻
兒
、
不
應
擧
、
常
寄
食
僧
舎
、
僧
亦
不
厭
苦
之
。
始
居
龍
門
山
、
猶
苦
遊
人
往
來
多
、
徙
居
萬
安
山
、
屏
絶
人
事
、
專
以
治
經
爲
事
、
凡
數
十
年
、
用
心
益
苦
、
而
去
人
情
益
遠
、
衆
非
笑
之
、
交
如
不
變
益
堅
。
雖
非
中
行
、
其
志
亦
可
憐
也
。
【
訓
読
】
欧
陽
公
云
は
く
、｢
九
僧
の
詩
集
已
に
亡
ぶ｣
と
。
元
豊
元
年
の
秋
、
余
万
安
山
の
玉
泉
寺
に
遊
び
、
進
士
の
閔
交
如
の
舎
に
于お
い
て
之
を
得
た
り
。
所
謂
九
詩
僧
な
る
者
は
、
剣
南
の
希
昼
・
金
華
の
保
暹
・
南
越
の
文
兆
・
天
台
の
行
肇
・
沃
州
の
簡
長
・
貴
城
の
惟
鳳
・
淮
南
の
恵
崇
・
江
南
の
宇
昭
・
峨
眉
の
懐
古
な
り
。
直
昭
文
館
の
陳
充
集
め
て
之
に
序
す
。
其
の
美
な
る
者
も
亦
た
、
世
人
の
称
す
る
所
の
数
聯
に
止
ま
る
の
み
。
交
如
経
を
治
む
る
を
好
み
、
為
す
所
奇
僻
た
り
。
自
ら
謂
は
く
、｢
聖
人
の
微
旨
、
先
儒
の
到
る
能
は
ざ
る
所
を
得
た
り｣
と
。
貧
に
し
て
妻
児
無
く
、
挙
に
応
ぜ
ず
、
常
に
僧
舎
に
寄
食
し
、
僧
も
亦
た
之
を
厭
苦
せ
ず
。
始
め
竜
門
山
に
居
す
る
も
、
猶
ほ
遊
人
の
往
来
多
き
を
苦
と
し
、
居
を
万
安
山
に
徙
す
。
人
事
を
屏
絶
し
、
専
ら
経
を
治
む
る
を
以
て
事
と
為
す
こ
と
、
凡
そ
数
十
年
。
心
を
用
ふ
る
こ
と
益
ま
す
ま
す
苦
に
し
て
、
人
情
を
去
る
こ
と
益
す
遠
く
、
衆
之
を
非
笑
す
る
も
、
交
如
変
ぜ
ざ
る
こ
と
益
ま
す
ま
す
堅
し
。
中
行
に
非
ず
と
雖
も
、
其
の
志
亦
た
憐
れ
む
べ
き
な
り
。
●
九
僧
北
宋
初
期
の
、
詩
に
よ
っ
て
名
高
か
っ
た
九
人
の
僧
。『
九
僧
詩』
と
い
う
名
の
詩
集
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
欧
陽
修
の
『
六
一
詩
話』
に
は
、
そ
の
詩
集
が
散
逸
し
て
い
る
と
の
記
述
が
見
え
る
。『
橄
欖』
第
二
号
｢
林
逋
の
作
者
紹
介｣
の
項
(
一
一
六
頁)
参
照
。
●
閔
交
如
未
詳
。
●
直
昭
文
館
官
名
。
図
書
の
校
正
・
学
生
の
指
導
・
朝
廷
の
礼
儀
作
法
を
論
議
す
る
こ
と
な
ど
を
掌
る
。
●
陳
充
字
は
若
虚
、
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州
成
都
の
人
。
太
常
博
士
・
直
昭
文
館
と
な
り
、
工
部
・
刑
部
員
外
郎
と
な
る
。『
宋
史』
巻
四
四
一
｢
文
苑
三｣
に
伝
が
あ
る
。
【
現
代
語
訳
】
欧
陽
公
が
言
う
に
は
、｢
九
僧
の
詩
集
は
、
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る｣
と
の
こ
と
で
あ
る
。
元
豊
元
年
の
秋
、
私
は
万
安
山
の
玉
泉
寺
を
訪
れ
、
進
士
の
閔
交
如
の
寄
宿
舎
で
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
。
九
人
の
詩
僧
と
い
う
の
は
、
剣
南
の
希
昼
・
金
華
の
保
暹
・
南
越
の
文
兆
・
天
台
の
行
肇
・
沃
州
の
簡
長
・
貴
城
の
惟
鳳
・
淮
南
の
恵
崇
・
江
南
の
宇
昭
・
峨
眉
の
懐
古
の
こ
と
で
あ
る
。
直
昭
文
館
の
陳
充
が
、
九
僧
の
詩
を
集
め
て
こ
れ
に
序
を
書
い
た
。
そ
の
す
ぐ
れ
た
も
の
で
も
、
た
だ
世
人
が
称
賛
す
る
数
聯
に
過
ぎ
な
い
。
閔
交
如
は
儒
教
の
経
典
に
つ
い
て
研
鑚
を
積
む
こ
と
を
好
み
、
そ
の
行
い
は
風
変
わ
り
で
あ
っ
た
。
み
ず
か
ら
、｢
聖
人
の
玄
妙
な
教
え
の
、
先
儒
が
到
達
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
学
び
得
た｣
と
称
し
て
い
た
。
貧
し
く
て
妻
子
が
な
く
、
科
挙
の
試
験
に
応
じ
ず
、
い
つ
も
僧
舎
に
寄
宿
し
、
僧
も
ま
た
こ
れ
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
最
初
竜
門
山
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
旅
人
の
往
来
が
多
い
こ
と
を
苦
に
病
み
、
住
ま
い
を
万
安
山
に
移
し
た
。
人
と
の
交
際
を
絶
ち
、
も
っ
ぱ
ら
儒
教
の
経
典
に
つ
い
て
研
鑚
を
積
む
こ
と
に
従
事
し
て
、
お
よ
そ
数
十
年
。
心
を
砕
け
ば
砕
く
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
人
情
か
ら
遠
ざ
か
り
、
世
間
の
人
々
は
こ
れ
を
嘲
笑
し
た
が
、
閔
交
如
は
い
よ
い
よ
頑
な
に
な
り
、
態
度
を
変
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
中
庸
の
行
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
志
は
や
は
り
あ
っ
ぱ
れ
な
も
の
で
あ
る
。
二
十
五
范
景
仁
鎭
喜
爲
詩
、
年
六
十
三
致
仕
。
一
朝
思
郷
里
、
遂
徑
行
入
蜀
。
故
人
李
才
元
大
臨
知
梓
州
、
景
仁
枉
道
過
之
。
歸
至
成
都
、
日
與
郷
人
樂
飮
、
散
財
于
親
舊
之
貧
者
、
遂
遊
峩
眉
青
城
山
、
下
巫
峽
、
出
荊
門
、
凡
朞
歳
乃
還
京
師
。
在
道
作
詩
凡
二
百
五
篇
、
其
一
聯
云
、｢
不
學
郷
人
誇
駟
馬
、
未
饒
吾
祖
泛
扁
舟｣
。
此
二
事
他
人
所
不
能
用
也
。
【
訓
読
】
范
景
仁
鎮
喜この
み
て
詩
を
為
り
、
年
六
十
三
に
し
て
致
仕
す
。
一
朝
郷
里
を
思
ひ
、
遂
に
径
行
し
て
蜀
に
入
る
。
故
人
の
李
才
元
大
臨
梓
州
に
知
た
り
、
景
仁
道
を
枉
げ
て
之
に
過よぎ
る
。
帰
り
て
成
都
に
至
り
、
日
々
郷
人
と
飲
を
楽
し
み
、
財
を
親
旧
の
貧
者
に
散
じ
、
遂
に
峩
眉
の
青
城
山
に
遊
び
、
巫
峽
を
下
り
、
荊
門
に
出
で
、
凡
そ
朞
歳
に
し
て
乃
ち
京
師
に
還
る
。
道
に
在
り
て
詩
を
作
る
こ
と
凡
そ
二
百
五
篇
、
其
の
一
聯
に
云
は
く
、｢
学
ば
ず
郷
人
の
駟
馬
を
誇
る
を
、
未
だ
饒ゆず
ら
ず
吾
が
祖
の
扁
舟
を
泛うか
ぶ
る
に｣
と
。
此
の
二
事
他
人
の
用
ふ
る
能
は
ざ
る
所
な
り
。
●
范
景
仁
鎭
范
鎮
(
一
〇
〇
八
〜
一
〇
八
九)
、
字
は
景
仁
。
成
都
華
陽
(
今
の
四
川
省
成
都)
の
人
。
仁
宗
の
宝
元
元
年
(
一
〇
三
八)
の
進
士
。
王
安
石
と
政
見
が
合
わ
ず
、
熙
寧
三
年
(
一
〇
七
〇)
に
戸
部
侍
郎
を
以
て
致
仕
し
た
。『
宋
史』
巻
三
三
七
に
伝
が
あ
り
、
司
馬
光
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
全
宋
詩』
巻
三
四
五
〜
三
四
六
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(第
六
冊
四
二
五
三
〜
四
二
六
七
頁)
に
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
李
才
元
大
臨
李
大
臨
(
一
〇
一
〇
〜
一
〇
八
六)
、
字
は
才
元
。
成
都
華
陽
の
人
。
仁
宗
の
景
祐
五
年
(
一
〇
三
八)
の
進
士
。
神
宗
の
熙
寧
四
年
(
一
〇
七
一)
、
知
汝
州
と
な
り
、
次
い
で
知
梓
州
に
移
る
。『
宋
史』
巻
三
三
一
に
伝
が
あ
る
。『
全
宋
詩』
巻
三
六
〇
(
第
七
冊
四
四
四
〇
頁)
に
、
詩
四
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
朞
歳
一
年
。
●
郷
人
司
馬
相
如
を
さ
す
。『
史
記』
巻
一
一
七
｢
司
馬
相
如
伝｣
に
、｢
司
馬
相
如
者
、
蜀
郡
成
都
人
也｣
と
あ
る
。
●｢
不
學｣
二
句
『
全
宋
詩』
巻
三
四
六
(
第
六
冊
四
二
六
六
頁)
に
、｢
句｣
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
●
誇
駟
馬
駟
馬
は
四
頭
立
て
の
馬
車
。『
華
陽
国
志』
巻
三
｢
蜀
志｣
に
、｢
司
馬
相
如
初
入
長
安
、
題
市
門
曰
、『
不
乘
赤
車
駟
馬
、
不
過
汝
下
也』｣
と
あ
る
。
●
未
饒
遜
色
が
な
い
。
見
劣
り
し
な
い
。
李
白
の
｢
上
皇
西
巡
南
京
歌
十
首｣
其
三
に
、｢
柳
色
未
饒、
秦
地
緑
、
花
光
不
減、
上
陽
紅(
柳
色
は
未
だ
秦
地
の
緑
に
饒
ら
ず
、
花
光
は
上
陽
の
紅
に
減
ぜ
ず)｣
と
あ
る
。
●
吾
祖
范
蠡
の
こ
と
。
范
鎮
と
同
姓
な
の
で
言
う
。
●
泛
扁
舟
『
史
記』
巻
一
二
九
｢
貨
殖
列
伝｣
に
、｢
范
蠡
既
雪
會
稽
之
恥
、(
中
略)
乃
乘
扁
舟
浮
於
江
湖｣
と
あ
る
。
【
現
代
語
訳
】
范
鎮
(
景
仁)
は
詩
を
作
る
の
が
好
き
で
、
六
十
三
歳
で
引
退
し
た
。
あ
る
日
ふ
と
故
郷
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ
こ
で
ま
っ
す
ぐ
に
蜀
に
向
か
っ
た
。
旧
友
の
李
大
臨
(
才
元)
が
梓
州
の
長
官
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
范
鎮
は
寄
り
道
を
し
て
彼
の
も
と
に
立
ち
寄
っ
た
。
成
都
に
帰
り
着
く
と
、
毎
日
故
郷
の
人
た
ち
と
酒
を
楽
し
み
、
古
馴
染
み
の
貧
し
い
者
た
ち
に
財
産
を
分
け
与
え
、
か
く
し
て
峨
眉
山
の
青
城
山
を
訪
れ
、
巫
峽
を
下
り
、
荊
門
に
出
て
、
お
よ
そ
一
年
で
よ
う
や
く
都
に
帰
っ
た
。
道
中
全
部
で
二
百
五
篇
の
詩
を
作
り
、
そ
の
一
聯
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
四
頭
立
て
の
馬
車
を
自
慢
し
た
同
郷
の
司
馬
相
如
を
見
習
う
こ
と
は
し
な
い
。
私
の
心
境
は
、
湖
に
小
舟
を
浮
か
べ
た
わ
が
祖
范
蠡
に
劣
る
も
の
で
は
な
い｣
。
こ
の
二
つ
の
事
柄
は
、
他
人
が
典
故
と
し
て
た
く
み
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
二
十
六
嘉
祐
中
、
有
劉
諷
都
官
、
簡
州
人
、
亦
年
六
十
三
致
仕
、
夫
婦
徙
居
山
。
景
仁
有
詩
送
之
云
、｢
移
家
尚
恐
山
淺
、
隱
几
惟
知
白
日
長｣
。
時
有
朱
公
綽
送
諷
詩
云
、｢
疏
草
焚
來
應
見
史
、

金
散
盡
只
留
書｣
。
皆
爲
時
人
所
傳
誦
。
【
訓
読
】
嘉
祐
中
、
劉
諷
都
官
有
り
、
簡
州
の
人
な
り
。
亦
た
年
六
十
三
に
し
て
致
仕
し
、
夫
婦
に
て
居
を
頼
山
に
徙
す
。
景
仁
詩
有
り
て
之
に
送
り
て
云
は
く
、｢
家
を
移
し
て
尚
ほ
恐
る
青
山
の
浅
き
を
、
几
に
隠よ
り
て
惟
だ
知
る
白
日
の
長
き
を｣
と
。
時
に
朱
公
綽
有
り
、
諷
に
詩
を
送
り
て
云
は
く
、｢
疏
草
焚
き
来
り
て
応
に
史
を
見
る
べ
し
、

金
た
く
き
ん
散
じ
尽
く
し
て
只
だ
書
を
留
む
る
の
み｣
と
。
皆
な
時
人
の
伝
誦
す
る
所
と
為
る
。
●
嘉
祐
仁
宗
の
年
号
。
一
〇
五
六
〜
一
〇
六
三
。
●
劉
諷
未
詳
。
『
宋
史』
『
全
宋
詩』
共
に
記
載
な
し
。
●
都
官
刑
部
尚
書
の
属
官
。
●
簡
州
四
川
省
簡
陽
県
の
東
。
●
山
未
詳
。
●
朱
公
綽
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字
は
成
之
。
呉
県
(
今
の
江
蘇
省
蘇
州)
の
人
。
仁
宗
の
天
聖
八
年
(
一
〇
三
〇)
の
進
士
。『
宋
史』
に
伝
な
し
。『
全
宋
詩』
巻
二
二
九
(
第
四
冊
二
六
九
〇
頁)
に
、
詩
一
首
と
断
句
一
篇
(
本
作)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
●
疏
草
上
奏
文
の
草
稿
。『
全
宋
詩』
は
｢
諌
草｣
に
作
る
。
●
應
見
史
隠
退
し
て
歴
史
書
を
見
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
う
解
釈
と
、｢
疏
草
焚
き
来
る
も
応
に
史
に
見
あ
ら
わ
る
べ
し｣
と
訓
読
し
て
、
劉
諷
の
書
い
た
上
奏
文
が
歴
史
書
に
記
載
さ
れ
世
に
現
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
う
解
釈
の
二
案
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
前
者
を
採
用
し
た
。
【
現
代
語
訳
】
嘉
祐
年
間
に
、
都
官
の
劉
諷
と
い
う
者
が
あ
り
、
簡
州
の
人
で
あ
っ
た
。
彼
も
ま
た
六
十
三
歳
で
引
退
し
、
夫
婦
で
頼
山
に
居
を
移
し
た
。
范
鎭
(
景
仁)
は
詩
を
書
い
て
彼
に
送
り
、
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
家
を
山
に
移
し
て
も
、
な
お
も
青
山
の
色
の
浅
さ
が
気
に
か
か
る
。
肘
掛
に
寄
り
か
か
っ
て
、
た
だ
昼
間
の
時
間
の
長
さ
だ
け
を
知
る｣
。
そ
の
頃
、
朱
公
綽
と
い
う
者
が
い
て
、
劉
諷
に
詩
を
送
っ
て
次
の
よ
う
に
詠
っ
た
。｢
上
奏
文
の
草
稿
を
燃
や
し
て
、
き
っ
と
歴
史
書
を
眺
め
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
袋
の
中
の
お
金
を
使
い
果
た
し
て
、
た
だ
書
物
を
留
め
て
い
る
ば
か
り
で
し
ょ
う｣
。
い
ず
れ
の
詩
も
、
当
時
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
伝
誦
さ
れ
た
。
二
十
七
大
名
進
士
耿
仙
芝
、
以
詩
著
、
其
一
聯
云
、｢
淺
水
短
蕪
調
馬
地
、
淡
雲
微
雨
養
花
天｣
。
爲
人
所
稱
。
【
訓
読
】
大
名
の
進
士
耿
仙
芝
、
詩
を
以
て
著
る
。
其
の
一
聯
に
云
は
く
、｢
浅
水
短
蕪
馬
を
調
ふ
る
の
地
、
淡
雲
微
雨
花
を
養
ふ
の
天｣
と
。
人
の
称たた
ふ
る
所
と
為
る
。
●
大
名
河
北
省
大
名
県
。
●
耿
仙
芝
『
宋
史』
に
は
伝
が
な
い
。
『
全
宋
詩』
巻
三
七
三
八
(
第
七
一
冊
四
五
〇
七
八
頁)
に
、
こ
の
一
聯
の
対
句
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
出
典
を
『
吟
窓
雑
録』
巻
三
四
と
す
る
。
文
字
の
異
同
は
な
い
。
【
現
代
語
訳
】
大
名
の
進
士
の
耿
仙
芝
は
、
詩
に
よ
っ
て
著
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩
の
一
聯
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
浅
い
水
、
短
い
草
、
馬
を
訓
練
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
地
。
淡
い
雲
、
細
か
な
雨
、
花
を
育
て
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
天｣
。
当
時
の
人
た
ち
に
称
賛
さ
れ
た
。
二
十
八
唐
明
皇
以
諸
王
從
學
、
命
集
賢
院
學
士
徐
堅
等
討
集
故
事
、
兼
前
世
文
詞
、
撰
『
初
學
記』
。
劉
中
山
子
儀
愛
其
書
、
曰
、
｢
非
止
初
學
、
可
爲
終
身
記｣
。
【
訓
読
】
唐
の
明
皇
諸
王
を
以
て
学
に
従
は
し
む
る
に
、
集
賢
院
学
士
の
徐
堅
等
に
命
じ
て
故
事
を
討
集
し
、
前
世
の
文
詞
を
兼
ね
て
、『
初
学
記』
を
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撰
せ
し
む
。
劉
中
山
子
儀
其
の
書
を
愛
し
て
曰
く
、｢
初
学
に
止
む
る
の
み
に
非
ず
、『
終
身
記』
と
為
す
べ
し｣
と
。
●
唐
明
皇
唐
の
玄
宗
。
本
名
は
李
隆
基
。
在
位
七
一
二
〜
七
五
六
。
●
集
賢
院
學
士
官
名
。
経
籍
の
編
集
な
ど
を
司
る
。
●
徐
堅
徐
堅
(
六
五
九
〜
七
二
九)
。『
旧
唐
書』
巻
一
〇
二
、『
新
唐
書』
巻
一
九
九
に
伝
が
あ
る
。
●『
初
學
記』
書
名
。
唐
の
玄
宗
の
命
で
徐
堅
ら
が
編
ん
だ
類
書
、
全
三
十
巻
。
王
子
た
ち
の
詩
文
作
成
の
参
考
書
と
し
て
作
ら
れ
た
。
●
劉
中
山
子
儀
劉

、
字
は
子
儀
。
第
二
十
一
節
の
注
を
参
照
。
【
現
代
語
訳
】
唐
の
玄
宗
は
王
子
た
ち
を
学
問
に
従
事
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
集
賢
院
学
士
の
徐
堅
ら
に
命
じ
て
故
事
を
捜
し
集
め
、
過
去
の
時
代
の
詩
文
を
あ
わ
せ
て
、『
初
学
記』
を
編
集
さ
せ
た
。
劉
中
山
子
儀
は
そ
の
書
物
を
愛
し
、｢
た
だ
単
に
初
学
に
と
ど
ま
る
の
み
な
ら
ず
、『
終
身
記』
と
す
べ
き
で
あ
る｣
と
言
っ
た
。
二
十
九
宗
袞
嘗
曰
、｢
殘
人
衿
才
、
逆
詐
恃
明
、
吾
終
身
不
爲
也｣
。
猶
唐
相
崔
渙
曰
、｢
抑
人
以
遠
謗
、
吾
所
不
爲｣
。
【
訓
読
】
宗
袞
嘗
て
曰
く
、｢
人
を
残そこ
な
ひ
て
才
を
衿ほこ
り
、
詐
を
逆むか
へ
て
明
を
恃たの
む
は
、
吾
れ
終
身
為
さ
ざ
る
な
り｣
と
。
猶
ほ
唐
の
相
崔
渙
の
、｢
人
を
抑
ふ
る
に
遠
く
謗そし
る
を
以
て
す
る
は
、
吾
が
為
さ
ざ
る
所
な
り｣
と
曰
ふ
が
ご
と
し
。
●
こ
の
一
節
は
、
宋
の
宋
敏
求
(
一
〇
一
九
〜
一
〇
七
九)
の
『
春
明
退
朝
録』
巻
上
に
も
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
あ
る
。
内
容
は
詩
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
何
ら
か
の
事
情
で
司
馬
光
の
詩
話
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
●
宗
袞
一
族
の
中
で
、
高
位
に
あ
る
者
に
対
す
る
呼
称
。
具
体
的
に
誰
を
さ
す
の
か
は
不
明
。
●
逆
詐
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
用
心
す
る
こ
と
。『
論
語』
｢
憲
問
篇｣
に
、
｢
不
逆
詐
、
不
億
不
信
、
抑
亦
先
覺
者
、
是
賢
乎
(
詐
い
つ
わ
り
を
逆むか
へ
ず
、
信
ぜ
ら
れ
ざ
る
を
億
お
も
ん
ぱ
から
ず
、
抑
そ
も
そ
も
亦
た
先ま
づ
覚さと
る
者
は
、
是
れ
賢
か)｣
と
あ
る
。
●｢
抑
人｣
一
文
『
新
唐
書』
巻
一
二
〇
｢
崔
渙
伝｣
に
、
｢
常
曰
、『
抑
才
虞
謗
、
吾
不
忍
爲』｣
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
【
現
代
語
訳
】
一
族
の
高
位
に
あ
る
者
が
、
か
つ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
｢
人
を
害
し
て
自
分
の
才
を
誇
示
し
、
人
か
ら
あ
ざ
む
か
れ
な
い
よ
う
に
用
心
し
て
自
分
の
明
察
を
頼
み
と
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
私
は
生
涯
し
た
く
な
い｣
。
唐
の
宰
相
の
崔
渙
が
、｢
遠
回
し
に
そ
し
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
抑
え
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
、
私
は
し
な
い｣
と
言
っ
た
の
に
似
て
い
る
。
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三
十
杜
甫
終
于
耒
陽
、
藁
葬
之
。
至
元
和
中
、
其
孫
始
改
葬
于
鞏
縣
、
元
微
之
爲
誌
。
而
鄭
刑
部
文
寶
謫
官
衡
州
、
有
｢
經
耒
陽
子
美
墓｣
詩
、
豈
但
爲
誌
而
不
克
遷
、
或
已
遷
而
故
塚
尚
存
邪
。
【
訓
読
】
杜
甫
耒
陽
に
終
は
り
、
之
を
藁
葬
す
。
元
和
中
に
至
り
、
其
の
孫
始
め
て
鞏
県
に
改
葬
し
、
元
微
之
誌
を
為つく
る
。
而
る
に
鄭
刑
部
の
文
宝
官
を
衡
州
に
謫
せ
ら
れ
、｢
耒
陽
の
子
美
の
墓
を
経
た
り｣
の
詩
有
り
。
豈
に
但
だ
誌
を
為
る
の
み
に
て
遷
す
克あた
は
ざ
る
か
、
或
ひ
は
已
に
遷
し
て
故
塚
尚
ほ
存
す
る
か
。
●
こ
の
一
節
も
、『
春
明
退
朝
録』
巻
上
に
見
え
る
。
や
は
り
、
誤
っ
て
司
馬
光
の
詩
話
に
混
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
華
書
局
『
古
典
文
学
研
究
資
料
彙
編
杜
甫
巻』
｢
上
編
唐
宋
之
部｣
(
第
一
冊
七
九
頁)
参
照
。
●
耒
陽
今
の
湖
南
省
耒
陽
県
。
●
藁
葬
仮
に
葬
る
こ
と
。
●
元
和
中
唐
の
憲
宗
の
年
号
。
八
〇
六
〜
八
二
〇
。
●
其
孫
杜
嗣
業
。
杜
甫
の
次
男
宗
武
の
子
。
●
鞏
縣
今
の
河
南
省
鞏
義
市
。
杜
甫
の
生
地
。
●
元
微
之
元
(
七
七
九
〜
八
三
一)
、
字
は
微
之
。
中
唐
の
詩
人
。
●
爲
誌
元

の
｢
唐
故
工
部
員
外
郎
杜
君
墓
係
銘
竝
序｣
を
さ
す
。
●
鄭
刑
部
文
寶
鄭
文
宝
。
刑
部
は
刑
部
員
外
郎
。
詳
し
く
は
第
四
節
の
注
を
参
照
。
●
衡
州
今
の
湖
南
省
衡
陽
市
。
耒
陽
の
北
約
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
位
置
す
る
。
●｢
經
耒
陽
子
美
墓｣
詩
未
詳
。『
全
宋
詩』
の
鄭
文
宝
の
項
に
は
こ
の
詩
題
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
『
宋
史』
巻
二
七
七
｢
鄭
文
宝
伝｣
に
は
、
鄭
文
宝
が
衡
州
に
流
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
な
い
。
●
克
｢
能｣
に
同
じ
。
【
現
代
語
訳
】
杜
甫
は
耒
陽
で
世
を
去
り
、
こ
れ
を
仮
に
葬
っ
た
。
元
和
年
間
に
な
っ
て
、
そ
の
孫
が
よ
う
や
く
鞏
県
に
改
葬
し
、
元
(
微
之)
が
墓
誌
銘
を
書
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
刑
部
員
外
郎
の
鄭
文
宝
が
衡
州
に
左
遷
さ
れ
た
時
の
詩
に
、｢
耒
陽
の
杜
甫
の
墓
を
通
り
過
ぎ
て｣
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
た
だ
墓
誌
銘
を
書
い
た
だ
け
で
、
実
際
に
は
墓
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
す
で
に
墓
を
移
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
古
い
塚
が
な
お
も
残
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
十
一
北
都
使
宅
、
舊
有
過
馬
廳
。
按
唐
韓

詩
云
、｢
外
使
進
鷹
初
得
按
、
中
官
過
馬
不
教
噺｣
。
注
云
、｢
乘
馬
必
中
官
馭
以
進
、
謂
之
過
馬
。
既
乘
之
、
然
後


嘶
鳴
也｣
。
蓋
唐
時
方
鎮
亦
傚
之
、
因
而
名
廳
事
也
。
【
訓
読
】
北
都
の
使
宅
に
、
旧も
と
過
馬
庁
有
り
。
按
ず
る
に
唐
の
韓

の
詩
に
云
は
く
、｢
外
使
鷹
を
進
め
て
初
め
て
按
を
得
た
り
、
中
官
馬
を
過すす
め
て
噺
か
し
め
ず｣
と
。
注
に
云
は
く
、｢
馬
に
乗
る
に
、
必
ず
中
官
馭
し
て
以
て
進
む
、
之
を
過
馬
と
謂
ふ
。
既
に
之
に
乗
り
、
然
る
後
に

ち
ょ
う

し
ょ
う
嘶し
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鳴めい
す
る
な
り｣
と
。
蓋
し
唐
の
時
、
方
鎮
も
亦
た
之
に
傚
ひ
、
因
り
て
庁
事
に
名
づ
く
る
な
ら
ん
。
●
こ
の
一
節
は
、『
詩
話
総
亀』
に
見
え
る
。
●
北
都
唐
代
に
は
、
太
原
府
を
北
都
と
し
た
。
今
の
山
西
省
太
原
県
。
●
使
宅
未
詳
。
●
過
馬
廳
唐
代
の
制
度
で
、
方
鎮
の
役
所
の
こ
と
。
●
韓

韓

(
八
四
四
〜
九
二
三)
、
字
は
致
堯
。
晩
唐
の
詩
人
。
●｢
外
使｣
二
句
｢
苑
中｣
と
題
す
る
七
言
律
詩
の
頸
聯
の
二
句
。『
全
唐
詩』
巻
六
八
〇
に
収
録
。『
全
唐
詩』
は
、｢
進｣
を
｢
調｣
に
作
る
。
●
外
使
進
鷹
初
得
按
『
全
唐
詩』
の
注
に
、｢
五
方
外
按
使
、
以
鷹
隼
初
調
習
、
始
能
擒
獲
。
謂
之
得
按｣
と
あ
る
。
五
方
は
、
中
央
と
東
西
南
北
の
四
方
。
外
按
使
(
外
使)
は
、
鷹
狩
に
使
う
鷹
を
調
教
す
る
役
人
。
●
中
官
宦
官
。
●
｢
乘
馬｣
一
文
『
全
唐
詩』
は
、｢
乗
馬｣
の
前
に
｢
上
毎｣
の
二
字
あ
り
。
ま
た
｢
中
官｣
を
｢
閹
官｣
に
作
る
。
ま
た
｢
也｣
の
字
が
な
い
。
●


馬
が
歩
く
さ
ま
。『
全
唐
詩』
は
、｢

｣
に
作
る
。
●
方
鎮
藩
鎮
。
●
廳
事
役
所
。
【
現
代
語
訳
】
北
都
太
原
県
の
使
宅
に
、
昔
は
過
馬
庁
が
あ
っ
た
。
思
う
に
、
唐
の
韓

の
詩
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
鷹
狩
の
役
人
が
鷹
を
調
教
し
て
、
や
っ
と
獲
物
を
捕
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宦
官
が
馬
を
連
れ
て
来
て
、
い
な
な
か
な
い
よ
う
に
す
る｣
。
そ
の
注
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。｢
(
天
子
が
い
つ
も)
馬
に
乗
る
時
に
は
、
必
ず
宦
官
が
馬
の
た
づ
な
を
引
い
て
進
む
。
こ
れ
を
過
馬
と
い
う
。(
天
子
が)
馬
に
乗
っ
て
か
ら
、
そ
の
後
で
歩
き
、
い
な
な
く
の
で
あ
る｣
。
思
う
に
、
唐
の
時
代
に
は
方
鎮
も
ま
た
こ
れ
に
倣
い
、
そ
れ
ゆ
え
役
所
に
(
過
馬
庁
と)
名
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
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